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かすや子ども
の日

かすや子ども
の日 を開催

「かすや子どもの日」（毎年11月第２土曜日）
　“子どもの笑顔はかすやの未来　大人も子どもも元気になろう”をスロー
ガンとし、日々成長する児童の健全育成のため、「子どもが持っている生き
る力を地域で育むこと」「子どもを慈しみ、育む輪をみんなで広げること」
を目的として制定されたものです。

　昨年の11月10日（土）、『第5回かすや子どもの日わっしょいフェス
タ』がサンレイクかすやで開催されました。
　さくらホールでは、中央幼稚園の園児たちにより“子どもの笑顔は粕
屋の未来　大人も子どもも元気になろう”とスローガンが唱和され、開
会しました。続いて町内の読み聞かせボランティア“かばーる・ほ！”さ
んによる大型立体ブラックシアターが上演され、暗い中に浮き上がる花
火や踊るほねに見る人もくぎ付けになっていました。

　午後のステージでは、
保育士によるミニコン
サートや体操、劇、和
太鼓など盛りだくさん
の構成で、子どもも大
人も体を動かし楽しん
で参加していました。
　室内では、子育て応
援団・保育所などが企
画、運営した遊びのコ
ーナーが開かれ、子ど
もたちは色々な遊びを
体験していました。木
工遊び、魚釣りゲーム
やプラ板づくり、今回
2度目となるおもちゃ
のリサイクルバザー
『かえっこバザール』が
行われたりと、館内に
は元気な声が響いてい
ました。
　屋外では、水ロケッ
ト遊びを中心としたプ
レーパーク、パトカ
ー・白バイの展示に加
えランチコーナーを設
置し、たくさんの人で
にぎわいました。
　届出保育施設、病児
保育ルームなどが作成
した笑顔のポスターや

放課後児童クラブが作成した旗が展示され、会場は子どもたちの笑顔で
包まれていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　

 子ども未来課
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　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町協働
のまちづくり課まで。
☎ 938-0173  FAX 938-3150
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事業主の皆さん

償却資産の申告の準備はお済みですか
～償却資産の申告は1月31日までです～

　償却資産の申告は、法律でその資産の所在地の市町村長に対して毎年行うことが義務付けられています。
事業主の皆さんは、必ず、申告を行ってください。
　◆「償却資産」とは
　固定資産税の課税対象となる「償却資産」とは、土地、家屋以外で事業用に使われる資産をいいます。つまり、
事業主がその事業のために使用する構築物、機械、器具備品などが「償却資産」にあたります。ただし、事業用
に使用していても、軽自動車税等の課税対象になっているものや無形減価償却資産(ソフトウェア・特許権等)
は「償却資産」から除かれます。
　また、正当に理由がなく申告をしなかった場合や虚偽の申告をした場合は、罰金や過料等の罰則が適用され
る場合があります。
　◆申告方法
　以前申告したことがある事業主には、12月中旬に申告書を送付します(以前申告したことがあるのに送付さ
れてこない事業主はお問い合わせください)。必要事項を記入のうえ提出してください。また、新規に申告され
る方は、減価償却計算明細書や固定資産台帳の写しなど資産の内訳がわかるものを添付して提出してください。
様式は、税務課に請求されるか、粕屋町ホームページの申請書ダウンロードをご利用ください。
※廃業、休業、事務所移転、解散、名称を変更した場合もその旨を申告書に記載し、提出してください。
　◆申告期限　平成２５年１月３１日（木）まで

主な業種の具体的な対象物主な業種の具体的な対象物

★各業種共通するもの
事務所や店舗等内の装飾(カウンター、間仕切りな
ど)、パソコン等の事務機器、外部構築物(看板、駐
車場舗装、庭園)、受変電設備、空調設備など

★建設業
大型特殊自動車、ポンプ、ポ－タブル発電機、ブル
ド－ザ－、パワ－ショベル、コンクリ－トカッタ－、
ミキサ－など

★アパート・駐車場経営
屋根付車庫、予備電源設備、機械式駐車設備、門扉、
フェンス、植込工事、外灯、上下水道管の埋設管、
自転車置場など

★ガソリン給油所
ガソリン計量器、リフト、充電器、コンプレッサ－、
照明設備、地下タンク、洗車機、構内装置、独立キ
ャノピ－など

★農業
農耕トラクター (小型特殊を除く)、農機具、家畜用
設備、ビニールハウスなど

★理・美容業
理・美容いす、洗面設備、タオル蒸し器、消毒殺菌
用機器、ドライヤ－、パーマ器、サインポールなど

★病院・歯科医院・薬局
各種医療機器(ベッド、手術台、Ⅹ線装置、心電計、
電気血圧計、脳波測定器、ＣＴスキャン、消毒、調剤
機器、厨房設備、各種キャビネット、殺菌用機器、
歯科診療用ユニット、投影機、光学検査機器など)、
薬品戸棚など

★小売業
商品陳列ケース、陳列棚、自動販売機、冷蔵庫、冷
凍庫など

★飲食店・喫茶店
接客用家具、厨房設備、テレビ、冷蔵庫、レジスタ
ー、カラオケセット、放送設備、室内設備、室内装
飾品、製麺機、日除けなど

これ以外の業種は、税務課固定資産税係に
お問い合わせください。

　確定申告などのときに「減価償却資産申告」は
　する予定ですが、「償却資産申告」もしないと
いけないのですか？

　減価償却資産申告は税の控除を目的に申告する
　もので、「償却資産申告」とは、別です。事業用
に所有する償却資産は、その資産の所在地の市町
村に対して申告しないといけません。

　資産が少なかったり、毎年の資産の増減がな
　くても申告するのですか？

　所有している償却資産の評価額（課税標準額）の
　合計額が150万円(免税点)を超えない場合や
申告の対象となる資産が変わらない場合でも申告
は必要です。また、耐用年数が過ぎた資産につい
ても申告は必要です。

償却資産

Ｑ

A

Ｑ

A

●問合せ　粕屋町税務課　☎938-0237
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　町・県民税の申告は、すべての方が申告を行うこと
が原則です。所得税の確定申告をしなくてよい方でも、
町・県民税(住民税)の申告が必要な場合もあります。
　町・県民税の申告は、福祉年金・児童扶養手当など
の受給資格の判定や、国民健康保険税・介護保険料・
保育料などの算定や所得課税証明書等を発行するため
の大切な資料になります。
　申告が必要な方は、平成24年1月1日から12月31
日までの所得及び所得控除を正しく申告してください。
　申告を忘れたり、記入漏れがあると、正しい課税が
行われませんので、後日、催告や調査・税額の更正や
変更が必要となる場合があります。
　忘れずに申告しましょう。

平成２５年度（平成２４年分）　所得税、町・県民税(住民税)

税の申告受付が始まります
受付期間　２月１８日（月）～３月１３日（水）

  町民税・固定資産税・軽自動車税に係る不申告は、粕屋町税条例の規定により10万円以下の過料に科される場合があります。
　また、ほ脱犯※、不正還付犯、虚偽申告犯及び虚偽帳簿書類提示犯等は、地方税法の規定により懲役や罰金に処せられる場
合があります。
　※ほ脱犯とは、納税義務者が、偽りなど不正な手段により故意に納税義務を免れたり、税の還付を受ける行為。脱税犯の一つ。

注意

ご存知でしたか、
確定申告書は…

国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で
作成することができます。
作成した申告書は、印刷して添付書類と一緒に、郵送等で
税務署に提出してください。

国税庁HP（www.nta.go.jp）へアクセス

（e-Taxでデータ送信することもできます。）

国税庁 を（ )

「確定申告書等作成コーナー」
をクリック！

「書面提出」をクリック！

●問合せ先　香椎税務署　〒813-8681 福岡市東区千早6丁目2番1号　☎661-1031

パ
ソ
コ
ン
で
作
成

印
刷
し
て
提
出

　粕屋町では、新たな財源を創出・確保し、
地域経済の活性化を図るとともに有益な
生活情報の提供を発信するため、「納税通
知書送付用封筒」に広告枠を設けます。
　町内外の個人及び法人の納税義務者に
発送するものとして使用し、多くの方が
ご覧になるため、お店や事業所などの紹
介には最適です。
　この機会に、広告を掲載しませんか。
　広告掲載をご希望の方は、お申し込み
ください。
　詳しくは、粕屋町ホームページをご覧く
ださい。
●問合せ　粕屋町税務課　☎938-0237

粕屋町が発送する
納税通知書発送用封筒に
有料広告を募集しています
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国民年金の独自給付
第１号被保険者には次のような独自給付があります。

●問合せ　年金ダイヤル・・・・・・・・・☎０５７０－０５－１１６５
　　　　　　　東福岡年金事務所・・・・・・・☎６５１－７１２９
　　　　　　　粕屋町総合窓口課国保年金係・・☎９３８－２３１１（内線４４７）

■付加年金額（年額）
　２００円×付加保険料納付月数

■受給額（年額）
　夫が受けられたであろう老齢基礎年金※の
３／４の額

※第１号被保険者の期間に相当する老齢基礎年金の額

■受給額
第１号被保険者として
保険料を納めた期間

３年以上１５年未満
１５年以上２０年未満
２０年以上２５年未満
２５年以上３０年未満
３０年以上３５年未満
３５年以上

死亡一時金の額

１２０,０００円
１４５,０００円
１７０,０００円
２２０,０００円
２７０,０００円
３２０,０００円

ワ ン ポ イ ン ト

ワ ン ポ イ ン ト

ワ ン ポ イ ン ト

国民年金保険料の免除を受けている人、国民年金基金に加入している人は、付加保険料を納めることはできません。

夫が障害基礎年金を受けたことがあるとき、又は老齢基礎年金を受けていたときは支給されません。

付加保険料を３年以上納めている場合は、８,５００円が加算されます。

付加年金付加年金付加年金付加年金付加年金

寡婦年金寡婦年金寡婦年金寡婦年金寡婦年金

死亡一時金死亡一時金死亡一時金死亡一時金死亡一時金
　第１号被保険者としての保険料を３年以上
納めた人が、何の年金も受けずに亡くなった
とき、生計を同じくしていた遺族に支給され
ます。ただし、その遺族が遺族基礎年金を受
けられるときは支給されません。また、死亡
一時金と寡婦年金が受けられる場合は、選択
によりその一つが支給されます。

年 金年 金

　毎月４００円の付加保険料
を納めると、将来の年金額に
付加年金が加算されます。

　第１号被保険者としての保険料納付済期
間と保険料免除期間を合わせて２５年以上
ある夫が亡くなったとき、夫に生計を維持
されていた妻（婚姻関係１０年以上）に６０
歳から６５歳になるまで支給されます。

国
民
健
康
保
険
証
を
使
っ
て

受
け
た
整
骨
院
・
接
骨
院
等

の
施
術
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
整
骨

院
な
ど
で
施
術
を
受
け
た
場
合
に
、

施
術
日
や
施
術
内
容
な
ど
に
つ
い
て

お
尋
ね
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
整

骨
院
な
ど
に
か
か
ら
れ
た
際
は
、
負

傷
部
位
、
施
術
内
容
、
施
術
年
月
日

の
記
録
、
領
収
書
な
ど
を
保
管
し
、

照
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
自
身
で

回
答
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
１
か
月
当
た
り
の
施
術
回
数
が
多

い
方
、
施
術
が
長
期（
３
か
月
以
上
）

に
わ
た
る
方
な
ど
を
対
象
に
調
査
票

を
送
り
、
整
骨
院
な
ど
か
ら
の
請
求

内
容
に
誤
り
が
な
い
か
、
保
険
証
が

使
え
る
内
容
で
あ
る
か
な
ど
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
医
療
費
が

年
々
増
加
し
て
い
る
中
、
皆
さ
ま
の

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
を
財
源
と
し

て
支
給
す
る
療
養
費
に
つ
い
て
、
適

切
に
支
給
の
審
査
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

 

　単
な
る
肩
こ
り
や
、
筋
肉
痛
、

腰
痛
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
は
、
国
民

健
康
保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。
自
費
の

診
療
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ

　総
合
窓
口
課
　
国
保
年

金
係
　
☎（
９
３
８
）
２
３
１
１
　

内
線
４
４
２
・
４
４
７
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こんにちは
健康かすや21キャンペーンチームです。
秋は、健康かすや21のイベントが満載でした。
その一部をご紹介します。

10月28日

江辻区と健康かすや21で江辻
区コスモスウォーキングを開催
しました。 文化祭で健康かすや21の展示、ス

テージ発表で歌の披露をしました。
11月
3・4日

11月19日～12月2日

健康かすや21週間。
最終日には、プチイベント
も行いました。

11月23日

かすやドームと
の協賛でウォー
キングイベントを
行いました。減
塩ぶた汁で暖ま
りました。

　
寒
く
な
り
、
体
を
動
か
す
こ
と
も

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
年
末
年

始
は
、
親
戚
や
友
人
の
集
ま
り
な
ど

楽
し
い
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

で
も
あ
な
た
の
体
は
、
本
当
に
元
気

で
す
か
。
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
健
診

（
健
康
診
断
）
で
す
。
40
歳
に
な
っ
た

ら
ぜ
ひ
、
毎
年
健
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　「
忙
し
い
し
、
元
気
な
の
で
、
健

診
は
受
け
て
な
い
」「
痛
く
な
っ
た
ら

病
院
に
行
く
」
と
い
う
あ
な
た
も
ち

ょ
っ
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

●
と
て
も
忙
し
い
あ
な
た
へ

　「
時
間
が
な
く
て
受
け
ら
れ
な
い
」、

「
仕
事
の
都
合
が
合
わ
な
い
」
か
ら
と

敬
遠
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
病
気
が
進

行
し
て
い
た
ら
、
そ
の
治
療
に
何
倍

も
の
時
間
や
医
療
費
が
か
か
り
ま
す
。

　
粕
屋
町
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入

の
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
（
指
定
医

療
機
関
）
で
ご
自
身
の
都
合
の
い
い

日
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
要
受
診
券
・
自
己
負
担
８
０

０
円
）

特
定
健
診
は
あ
な
た
の

た
め
の
健
診
で
す

●
昨
年
も
受
け
た
け
ど
、
今
年
も
受

け
な
い
と
い
け
な
い
の
？

　
健
診
は
、
毎
年
受
け
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。
昨
年
の
結
果
が
良

か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
今
年
が
ど

う
か
は
健
診
を
受
け
な
い
と
分
か
り

ま
せ
ん
。
健
診
の
結
果
は
、
ご
自
身

の
生
活
習
慣
を
ふ
り
か
え
る
た
め
の

も
の
で
す
。

●
健
診
を
受
け
な
い
と
ど
う
な
る

の
？

　
ま
ず
、
あ
な
た
の
健
康
状
態
が
把

握
で
き
ま
せ
ん
。
健
診
を
受
け
ず
、

突
然
、
倒
れ
て
入
院
し
た
り
、
手
術

が
必
要
と
い
っ
た
方
が
増
え
れ
ば
、

保
険
者
が
負
担
す
る
医
療
費
が
高
く

な
り
、
皆
さ
ん
が
負
担
す
る
保
険
料

が
上
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
を
希
望
す
る
方
は
、

指
定
医
療
機
関
（
10
月
案
内
通
知
）

へ
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
受
診
券
の
紛
失
、
そ
の
他
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
粕
屋
町
健
康
セ

ン
タ
ー
　
☎（
９
３
８
）
０
２
５
８

ま
で
。

＊
粕
屋
町
国
民
健
康
保
険
以
外
の

保
険
に
ご
加
入
の
方
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
保
険
者
で
受
診
方
法
、

金
額
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

保
険
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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拡大
部分
拡大
部分

本
年
４
月
か
ら

入
院
医
療
費
の
助
成
対
象
が

小
学
校
６
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
す

乳
幼
児
医
療
か
ら
乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療
へ

　
現
在
、
粕
屋
町
の
乳
幼
児
医
療
費

の
助
成
対
象
は
、
福
岡
県
の
制
度
に

準
じ
、
小
学
校
就
学
前
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
粕
屋
町
単
独
事
業
と

し
て
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

場
よ
り
後
日
通
知
し
ま
す
。

　
ま
た
現
在
、
粕
屋
町
乳
幼
児
医
療

証
を
お
持
ち
の
方
は
、
３
月
下
旬
に

新
し
い
医
療
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
入
院
中
の
食
事
代
や
個
室
代
、
健

康
診
断
な
ど
の
健
康
保
険
が
き
か
な

い
費
用
は
、
助
成
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

　
重
度
障
害
者
医
療
、
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
、
生
活
保
護
受
給
者
の
方

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
総
合
窓
口
課
国

保
年
金
係
　
☎（
９
３
８
）０
２
１

５
　
内
線
４
４
５
・
４
４
６

軽
減
を
図
る
た
め
、
平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
入
院
医
療
費
に
係
る
助

成
対
象
年
齢
を
拡
大
し
、
名
称
も

「
乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療
費
」に
変
更

い
た
し
ま
す
。

　
新
た
に
対
象
と
な
る
方
に
は
、
役

現
行
制
度

新
制
度

乳幼児医療
（平成25年3月31日診療分まで）

小学校就学前までの児童
（6歳に達する日以後の最初の3月31日まで）

本
人
負
担
額

0歳～
3歳未満

ともに

無料
600円／月

（上限）

500円／日
（月7日を限度）

3歳～
小学校就学前

対象者

入院／通院 通院

入院

乳幼児・子ども医療
（平成25年4月1日以降の診療分から）

小学校6年生までの児童
（12歳に達する日以後の最初の3月31日まで）

本
人
負
担
額

0歳～
3歳未満

ともに

無料
600円／月

（上限）

500円／日
（月7日を限度）

3歳～
小学校就学前

小学校1年生～
小学校6年生まで

対象者

入院／通院
500円／日
（月10日を限度）

入院通院

入院

※病院ごとに必要

※病院ごとに必要 ※病院ごとに必要

障
が
い（
児
）者
の

福
祉
手
当
の
支
給
申
請

は
お
済
み
で
す
か

　
粕
屋
町
で
は
、
障
が
い（
児
）者
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
福
祉
手

当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

毎
年
11
月
中
の
申
請
受
付
、
12
月
の

支
給
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
３
月
29
日（
金
）ま
で
受
付
を

延
長
い
た
し
ま
す
の
で
、
再
度
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

＊
た
だ
し
、
平
成
24
年
12
月
１
日
現

在
、
粕
屋
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

か
つ
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で

次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
が
対
象

で
す
。

●
対
象（
児
）者

①
生
活
保
護
世
帯
又
は
、
所
得
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
身
体
障
害
者

手
帳
所
持
者
で
、
１
級
か
ら
４
級

ま
で
に
該
当
す
る
方

②
生
活
保
護
世
帯
又
は
、
所
得
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
療
育
手
帳
所

持
者
で
、「
Ａ
」又
は「
Ｂ
」の
判
定

を
受
け
た
方

③
生
活
保
護
世
帯
又
は
、
所
得
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
の
方

●
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

　
３
月
29
日（
金
）ま
で

　
粕
屋
町
役
場
　
介
護
福
祉
課
障
害

　
者
福
祉
係
に
て
受
付

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

▼
印
鑑
は
本
人（
児
童
は
保
護
者
）、

又
は
代
理
申
請
の
場
合
は
代
理
の

方
の
印
鑑
も
併
せ
て
必
要
で
す
。

ま
た
、
住
民
票
上
同
居
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
、
税
情
報
を

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
同

意
書
に
押
印
が
必
要
で
す
の
で
、

ご
家
族
の
印
鑑
も
必
要
で
す
。

▼
預
金
通
帳（
口
座
番
号
の
確
認
に

必
要
で
す
。）

※

平
成
24
年
１
月
１
日
以
降
に
粕
屋

町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
別
途
必

要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

請
に
お
み
え
に
な
る
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
介
護
福
祉
課
障

　
害
者
福
祉
係
　
☎（
９
３
８
）０
２

　
２
９
　
内
線
５
５
８
・
５
５
９
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ファミリー・サポート講習会日程 （都合により日程・内容の変更があります）

●講習会の申込み・問合せ先

 　粕屋町ファミリー・サポート・センター事務局（子ども未来課） ☎938－0214
　※託児が必要な方は、お申し込みの際にご相談ください。

　粕屋町ファミリー・サポート・センターは地域において子育ての手助けをして欲しい人

（おねがい会員）、子育てのお手伝いをしたい人（まかせて会員）が、育児の相互援助活動を

行う会員組織です。

日　　時

1月19日（土）
10：00～12：00

1月31日（木）
10：00～12：00

2月　5日（火）
13：00～15：00

2月　7日（木）
13：00～15：00

2月　9日（土）
13：00～16：00
おねがい・まかせて共通

講　習　内　容

粕屋町
健康

センター

講　　師

家族相談士
山口紀美代先生

粕屋町健康づくり課
保健師

日本赤十字社
福岡県支部

粕屋町立保育所
保育士

山口紀美代先生
子育て応援団
子ども未来課

場　所

子どもの心と体の発達
子どもの安全

日赤幼児安全法

子どもの遊び

ファミサポ仲間の誕生です
ファミリー・サポートについて
交流会（14：00～16：00）

地域と共に子育て

回

３

４

５

１

２

※まかせて会員及びどっちも会員をご希望の方は、５回すべて受講してください。
※おねがい会員のみの方は、全講習会のうち１回、２回及び交流会を受講してください。

　平成24年7月までの会員数は、おねがい会員　312名、まかせて会員　44名、どっちも会

員（おねがい会員・まかせて会員を兼ねる人）　86名です。    

　発足6年目を迎え、会員相互の温かな思いに包まれながら、支援活動の輪がますます広がっ

ています。    

＊子どもの笑顔が大好きな方や、託児に興味がある方は受講してみませんか。

　講習会はどの回も楽しく、子育て支援に役立つ内容になっていますので、ぜひご参加ください。

○歯の治療や美容室に行きたいけど・・・    

○仕事の都合で保育所や学童保育の送迎時間に間に合わない・・・

○最近少し育児に疲れ気味、リフレッシュタイムが欲しいな・・・　など

こんな場合にファミリー・サポート・センターを利用できます。こんな場合にファミリー・サポート・センターを利用できます。

受講ご希望の方は、1月4日（金）～1月15日（火）までに事務局へお申し込み
ください。（定員に余裕があれば、締切後でもお申し込みいただけます）
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～安全安心、まちづくり粕屋町～

粕 屋 町 安 全 速 報粕 屋 町 安 全 速 報

粕屋町協働のまちづくり課　☎938－0173

☆福岡県警察本部長・福岡県交通安全協会長連名表彰「優良運転者」

・山﨑　康男　　・大町　幸徳

粕屋町から受賞された方は、次のとおりです。（敬称略）

　新年明けましておめでとうございます。本年も地域の方々やボランティア団体の方々ととも
に、｢事件事故のない安全で安心なまちづくり｣に取り組んでいきましょう。
　平成24年11月13日（火）に「第28回福岡県交通安全県民大会」が、福岡市博多区の福岡国
際会議場で開催されました。粕屋町からは次の2名の方が、受賞されています。

粕屋地区交通安全協会粕屋支部は、
　☆福岡県知事表彰「飲酒運転撲滅活動優良取組表彰」　を受賞しています。
粕屋町は
　☆交通事故をなくす福岡県県民運動本部長表彰
　　・福岡県交通安全推進市区町村表彰（優秀賞）
　　・シルバーセーフティーコンクール表彰（安全教育特別賞）　の2つの賞を受賞しました。

　車両を運転中、もしくは歩行中の高齢者事故が増加しています。夜間はドライバ

ーから見えやすい「明るい色の服を着用」したり、「反射シール」や「反射タスキ」
などの反射材を利用して交通事故に遭わないようにしましょう。

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　無
料
相
談
会

　
福
岡
東
部
法
律
事
務
所〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
が

次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
厳
守
さ

　
れ
ま
す
。

◇
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　
ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
　
１
月
11
日（
金
）

　
午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
研
修
室
３
・
４

●
予
約
・
問
合
せ

　
☎（
６
１
１
） 

４
０
５
７

　
　
０
９
０（
２
３
９
４
） 

９
３
１
９

　
川
口
ま
で
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今冬も節電が求められます。
次の５つの節電を参考に省エネ・節電に努めましょう。

節電効果
空調にエアコン
を利用する場合

空調にエアコンを
利用しない場合

４％節電

1％節電

２％節電

１％節電

７％節電
（設定温度を2℃
下げた場合）

６％節電

２％節電

３％節電

２％節電

―

　　●照明で節電　 　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・→
　　　　不要な照明を消しましょう。

　　●待機電力を削減　 　   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・→
　　　　リモコンではなく、本体の主電源を切りましょう。
　　　　使わない電気機器のプラグを抜いて、「待機電力」
　　　　を削減しましょう。

　　●テレビで節電　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・→
　　　　テレビの画面の輝度を下げ、必要なとき以外は消
　　　　しましょう。

　　●冷蔵庫で節電　  　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・→
　　　　ものを詰め込み過ぎないようにしましょう。
　　　　熱いものは冷まして入れましょう。
　　　　設定温度を「弱」にしましょう。

　　●エアコンで節電　 　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・→
　　　　重ね着などをして、室温20℃を心がけしましょう。

○高齢者や乳幼児、病気の方がいらっしゃる家庭では、室温20℃にとらわれず、

　体調を考えながら室温を設定してください。

○家庭における省エネルギー・節電のご相談は、福岡県地球温暖化防止

　活動推進センター（☎674-2360）まで。（相談は無料です）

（※）節電効果は、エアコンを使用しているご家庭の夕方ピーク時の消費電力（約1400W）及びガス、石油ストーブなどを使用される
　　ご家庭の夕方ピーク時の消費電力（約1000W）に対する削減率の目安です。

　　　

（※）

バ 駕与丁公園のバラも秋の開花を終え冬休みに入ります。
高貴な花として多くの人に愛されているバラ。
最近では町内の庭でもよく見かけるようになりましたが、
５月に春の見ごろを迎えるためには、冬の剪定が大切になります。

◆バラ年間カレンダー◆

☆小さい枝や古くなった枝を切り捨て、新しい枝に更新して老化を防ぎ、木の形を整えることにより
　日当たりや風通しを良くすることで病気を防ぎ、より大きく美しい花を咲かせます。

だより

4月

ツルバラ 秋剪定
秋剪定

開　　花 開　　花

冬剪定
冬剪定

植　付 植　　付

その他

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

剪
定

○草取り・草刈り
○植木のせん定・消毒
○屋外・屋内の清掃
○田畑の耕起作業
○家事の手伝い
○育児支援（子守・子育て・育児中の家事手伝い） など☎938-3300

家庭・事業所でお困りに
なったとき、経験豊富な
高齢者がお手伝いします。

60歳以上の町民の方で、健康な働く意欲のある方は、会員に申し込むことができます。いつでも電話でご連絡を。

ラ
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新年明けましておめでとうございます
　 本年もかすやドームをよろしくお願いいたします

★施設利用料(2時間）
・体育館（当日2時間）及び
　武道場、トレーニング室、
　スタジオ（軽体操室）
　　300円　一般
　　150円　高校生・65歳～
・プールアリーナ
　　400円　一般
　　300円　高校生
　　200円　小・中学生･65歳～
　　100円　幼児
＊幼児は2歳以上でおむつが完全に
　とれていることが条件となります

かすやドームで企画
されたコーナーです。

★ホームページ（教室案内・お知らせなども…）

 http://www.kasuyadome-sc.jp

■体育館　平日 １０：００～２２：００
　　　　　土・日・祝日　９：００～２１：００
　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで）
＊年末年始、祝日以外の月曜は休館
＊祝日営業日は、教室はすべて
　休講となります。

■プール　平日　　　　１０：００～２１：３０
　　　　　土・日・祝日１０：００～１９：３０

営業時間

トレーニング室

・25ｍ×7レーン(屋内温水プール)
・水温30℃　室温30℃プールアリーナ

エクササイズスタジオ

★そのほかにも、さまざまな教室・レッスンがあります。
　詳しくは館内チラシ・お電話などでご確認ください。

●お正月の運動不足、早めに解消しませんか
　　運動を始めるきっかけにかすやドームにきませんか。
　　体育館、トレーニング室や温水プールなどがあります。
●詳細はホームページでも確認できます
　　各教室やレッスンなどのチラシも確認できます。

高校生以上から利用可

高校生以上から利用可

スタジオレッスン【1月5日(土)からスタート】

トレーニング室【1月5日(土)9:00から営業開始】

プール【1月5日(土)10:00から営業開始】

寒い時期は基礎代謝を向上しやすい体に
することも非常に大事です。ヨガのレッ
スンで、脂肪燃焼しやすく、汗をかきやす
い体を目指しませんか。

これからの時期は暖かい室内でのト
レーニングがおススメです。有酸素運
動ができるエアロバイクや、体の各部
位を鍛える専用マシンなど豊富な種
類のマシンがあります。

「タイ式ヨガ」とも言われ、深い呼吸でポーズ
を取りながら、ツボの刺激などでリンパを流
していくレッスンです。体の歪みの調整や、
血行促進などによる冷え性改善などにも効
果があります。
土曜　10:40～（60分）　施設利用料＋400円

★かすやドームで開催のヨガレッスン

★新レッスン紹介　「ルーシーダットン」

65歳以上の方は施設利用料のみで参加できるシルバー
レッスン。「柔軟体操」が水曜に続いて木曜も開催します。
ゆっくりと筋肉を伸ばして健康維持に取り組みませんか。
　水曜・木曜　10:15～（30分）　
　65歳以上の方は施設利用料のみ
　65歳未満の方は施設利用料＋200円

★新シルバーレッスン紹介　「柔軟体操」

1/16（水曜クラス）、1/17（木曜クラス）からスタート　
受付開始日（新規の方）　12/23(日)10:00 ～
　　幼児クラス、こどもクラス　・・・全8回　8,000円
　　大人クラス・・・全8回　10,000円

2月開催分　申込受付開始日：1/16（水）12:00～
水曜昼クラス　12:15～13:15　（各クラス　4回3,000円）
木曜昼クラス　12:15～13:15　夜クラス　21:00～21:50
　＊はじめての方むけの室内硬式テニス教室です。

★第5期 (硬式)テニス教室　場所：サブアリーナ

毎週火曜　19:30～21:00　雨天中止（公園を走るため）
料金　1回券 1,300円　　4回券 4,000円（期限8週間）
　＊初心者から経験者まで、好きな時から始められます。

★大人 ランニング教室　定員15名

★テニス教室 はじめてクラス　対象：大人　定員各10名

・歩行コースや自由遊泳コース
・ジェットプール（36℃）
・採暖室（60～70℃　中学生以下利用不可）
・幼児用プールもあります
（おむつがとれている2歳以上から利用可）

●温水プールで年中利用できます。

高さ30cm程度の赤い台をプールに沈め
た歩行専用のコース。水中歩行はヒザや
腰に負担が少なく、陸上に比べより安全
に行える運動です。

●歩行コース（赤台）

トレーニング室を利用するには、初回講習会受講の受講
が必要となります。

 平　日　11：00　13：00　15：00　20：00
 土日祝　11：00　13：00　15：00　17：00

毎回4回
開催

・初回講習会受講時に必要なもの
　　　　　　室内用シューズ、トレーニングウェア
　　　　　　トレーニング室利用料（2時間）＋受講料200円

体育館(アリーナ)・公園

● 年始の営業について ●
年始は1月5日(土)から通常営業となります。

 　　9:00～ 体育館、トレーニング室
 武道場、弓道場
　　10:00～ 温水プール
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No.151

毎月23日は、粕屋町読書の日です。
この機会にテレビを消して読書に
親しむ習慣づくりをしましょう。

10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金曜日のみ）　

開館
時間

問合せ　粕屋町立図書館　☎939-4646
HPアドレス　 http://libkasuya.jp/
携帯版ＨＰアドレス
http://ilisod001.apsel.jp/kasuya-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

図書館で企画されたコーナーです。

館内整理日

年始休館 年始休館 年始休館 年始休館

休 館

休 館

休 館

日 火月 木水 金 土

１ が つ は、休館日です。

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

振替休館日

雑学セミナーのお知らせ

『華の乱』　1988年/東映/139分

☆あかちゃん向けおはなし会
　第3金曜日 11:00～／ 11:30～
　1月18日

☆ちいさい子向けおはなし会
　第2・第4金曜日 11:00～／ 11:30～
　1月11日・25日

☆おおきい子向けおはなし会
　毎週土曜日　11:00～
　1月5日・12日・19日・26日

☆小学生向けおはなし会
　第1・第3日曜日　15:00～
　1月6日・20日

●日時　1月12日(土) 14:00～16:20
●場所　粕屋フォーラム　２階視聴覚室
※鑑賞は無料です。お気軽にご参加ください。

謹んで初春のお慶びを申し上げます
旧年中は図書館をご利用いただきありがとうございました。
本年も多くの皆さまのご利用をお待ちしております。

ふゆのこどもシネマふゆのこどもシネマ

今月のおはなし会今月のおはなし会

※年齢にかかわらずどちらの作品にも
　参加できます。
※申込み不要、入場無料です。

《ちいさい子向け》11:00～(約30分)

　　　　『すっぽんぽんのすけ』ほか

《小学生向け》　　14:00～(約90分)

　　　　『カンフー・パンダ』

1月27日(日)　
●場所　粕屋フォーラム　2階視聴覚室

1月13日(日) 14:00～15:30

●場所　粕屋町立図書館　おはなしのへや

監　督　深作 欣二
出　演　吉永 小百合
　　　　松田 優作ほか

『文学講座 福岡の作家～直木賞受賞　葉室 麟～』
　　　　　　　　　　　　　　　講師 木村　辰也 氏

“本と出会っていますか？”
図書館が閉まっているときは、ブックポストに本だけを
入れてください。ビデオ・ＤＶＤ・ＣＤは、破損の原因
になりますので、ブックポストへ入れずに、直接カウン
ターへお持ちください。ご理解とご協力をお願いいたし
ます。

●場所　粕屋フォーラム　２階視聴覚室
●定員　50名
※申込み不要・入場無料です。お気軽にご参加ください
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文
化
祭
を
終
え
て

第
22
回 

菊
声
会
歌
謡
教
室

発
表
会
を
終
え
て

そ  

ご

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。
No.251

　
第
40
回
粕
屋
町
文
化
祭
が
11
月
３

日
（
土
）・
４
日
（
日
）
に
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
１
日
目
、
文
化
協
会
の
舞
台
発
表

は
、
多
種
多
彩
な
部
門
か
ら
43
演
目
、

延
べ
２
２
８
人
が
出
演
。
最
後
は
、

各
教
室
か
ら
16
人
の
講
師
の
先
生
に
、

締
め
く
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
に
比
べ
会
場
は
人
が
多
く
、
熱

い
声
援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

　
外
の
広
場
で
は
青
年
団
の
餅
つ
き

が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
大
人
気
で
し
た
。

展
示
部
門
は
、
出
展
者
約
１
７
０
名
、

作
品
数
約
４
０
０
点
と
、
会
場
は
宝

石
箱
の
よ
う
に
華
や
か
で
芸
術
文
化

の
殿
堂
で
し
た
。

　
２
日
目
、
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち

の
太
鼓
で
幕
が
あ
け
、
開
会
式
に
続

い
て
文
化
功
労
者
と
し
て
６
名
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
協
会
関
係
者

で
は
、
顧
問
の
向
野
正
幸
氏
、
書
道

の
八
尋
　
徳
氏
、
謡
曲
の
安
河
内
政

光
氏
の
３
名
の
方
が
栄
え
あ
る
栄
誉

に
輝
か
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
舞
の
海
に
よ
る
相
撲
界
の
裏
話
に

会
場
は
沸
き
、
最
後
は
青
年
団
の
実

話
を
基
に
し
た
劇
に
ホ
ロ
リ
と
し
ま

し
た
。
商
工
会
や
各
企
業
に
よ
る
デ

モ
、
健
康
か
す
や
の
コ
ー
ナ
ー
、
囲

碁
将
棋
の
対
局
コ
ー
ナ
ー
、
ど
こ
も

人
が
一
杯
で
し
た
。
婦
人
会
の
バ
ザ

ー
も
と
て
も
好
評
で
し
た
が
、
発
券

と
材
料
に
齟
齬
が
あ
り
最
後
の
方
は

お
客
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。
青
年
団
、
婦
人
会
、
文

化
協
会
の
実
行
委
員
会
が
う
ま
く
機

能
す
れ
ば
、
町
と
の
連
携
な
ど
も
ス

ム
ー
ズ
に
い
き
、
も
っ
と
も
っ
と
素

晴
ら
し
い
文
化
祭
を
開
催
で
き
る
の

で
は
、
と
い
う
反
省
を
こ
め
た
２
日

間
で
し
た
。

　
サ
ン
レ
イ
ク
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
を
始
め
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
た

く
さ
ん
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
隣
町
か
ら
見
え
た
方
の
エ

ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
粕
屋
町
は
素
晴
ら
し
い
！
」

　
11
月
11
日
（
日
）、
サ
ン
レ
イ
ク
か

す
や
・
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
発
表
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
粕
屋
町
長
、
町

議
会
副
議
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
生
徒
、

友
情
出
演
の
講
師
先
生
方
百
十
数
名

の
出
演
で
応
援
す
る
人
も
力
が
入
り

ま
し
た
。
盛
大
か
つ
有
意
義
に
終
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
関
係
各
位
の

厚
い
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。
今
後
も
石
橋
先
生
の
ご

指
導
の
も
と
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
歌
謡
舞
踊
中
心
に
、
月
４
回
の
稽

古
に
励
み
、
各
市
町
の
文
化
祭
、
芸

術
祭
を
始
め
敬
老
会
、
病
院
、
施
設

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
よ
ろ
し
か
っ
た
ら

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
講
師
　
平
戸
公
子

●
練
習
日
時
　
A
第
１
〜
４
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
B
第
１
〜
３
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所
　
講
師
宅
（
原
町
区
）

●
連
絡
先
　
大
野
賢
代

　
　
　
　
　
☎（
９
３
６
）
５
９
０
４

あけましておめでとうございます
本年もよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　平成25年元旦　役員一同

部

　の

　紹

　介

季
美
の
会
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・・・さくらホール ・・・多目的ホール

※催し物は変更・追加及び中止することがあります。あらかじめご了承ください。

●開館時間　　　9：00～22：00
●予約受付時間　9：00～21：00 ホームページは　粕屋町　サンレイク　検索

このページに関するお問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

サンレイクかすやで企画されたコーナーです。

3月23日(土)･24日(日)　さくらホール
スタインウェイを弾こう♪

世界のプロが認める“スタインウェイ”を演奏してみませんか。
個人演奏に限らず、楽器を持ち込んでのアンサンブル練習にもおすすめです。

利用料：町内 1,000円/1時間　
　　　  町外 1,500円/1時間
　　　　　 　※(1人2時間まで)

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

定員となり次第、締切りとさせていただきます。

※ピアノ教室でのご利用はご遠慮ください。

1月10日からサンレイクかすや窓口にて受付開始

明けましておめでとうございます
昨年は、サンレイクかすやをたくさんの方々にご利用いただき、
ありがとうございました。今年も、さまざまな催物でお待ちしております。
本年も、よろしくお願いいたします。

12月28日(金) ～ 1月4日(金)、1月7日(月)は休館日です。

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

※子ども料金は、3歳以上12歳(小学生)以下とさせていただきます。
※3歳未満は無料、ただしお座席を確保される場合は子ども料金を頂きます。

2月16日(土)　さくらホール

開場　15:30 開演　16:00

全席指定 前売券　2,500円 当日券　3,000円

※未就学児のご入場はご遠慮ください。
※前売券完売の場合は、当日券はございません。ご了承ください。

サンレイクかすや受付窓口にて好評発売中

サンレイクかすや受付窓口にて好評発売中

「ないた赤鬼」
前売 大人 400円　
　　 子ども 100円
当日 大人 600円　
　　 子ども 200円

1月20日(日)　さくらホール

午前の部
開場 10:30　開演 11:00
午後の部
開場 13:30　開演 14:00

全
席
自
由

1月14日(月)(祝)　14:00～

＜出演＞ラ･クレリエール
ピアノコンサート

※フロアコンサートの内容は、予告なく変更、追加及び
中止することがあります。あらかじめご了承ください。

なかよしみんなの音楽会
午前の部 10:00　午後の部 13:00

ゆりの樹ミュージカル
開場 9:30　開演 10:00

開場 15:30　開演 16:00

ピアノコンチェルトフェスティバル

作品展示
11:00～15:00

展
示
ホ
ー
ル

なかよしみんなの音楽会
午前の部 10:00　午後の部 13:00

第25回 フリューゲル

「夢コン」

1月の催し物
開催日 会場催 事 名

午後の部　開場 13:30　開演 14:00
午前の部　開場 10:30　開演 11:00

ないた赤鬼

平成24年度 六校合同講演会

成人式
開式 11:30

受付 14:00　開会 14:30

春まつり（生活発表会）
開場 9:30　開演 10:00

講師　天野周一氏(全国亭主関白協会　会長)
演題　「亭主力の時代」
　　　～夫婦円満の極意、戦わずして負ける～

問合せ　粕屋町社会教育課 ☎938-1410

問合せ　博多中央幼稚園　☎681-3131

問合せ　吉塚ゆりの樹幼稚園
☎621-1055

問合せ　博多幼稚園　☎681-1107

問合せ　日本アーティストビューロー
☎06-6976-6681

問合せ　糟屋郡退職教職員の会
☎935-9019　松尾

問合せ　ヴィラのぞみ愛児園
☎957-1005

問合せ　粕屋町小中学校PTA連絡協議会
(当番校　粕屋町立粕屋中学校)

☎938-2220

26
 日 
(土)

26
 日 
(土)

13
 日 
(日)

2月の催し物
開催日 会場催 事 名

3
 日 
(日)

9
 日 
(土)

10
 日 
(日)

16
 日 
(土)

24
 日 
(日)

26
 日 
(火)

20
 日 
(日)
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暖房器具の
まわりは、
つねに
整理整頓を。

ストーブには、
燃えやすいものを
近づけない。

　
冬
の
生
活
に
暖
房
器
具
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
冬
の
火
災
原
因
と
言
え
ば
、「
ス

ト
ー
ブ
火
災
」。
一
昨
年
の
暮
れ
に

も
、
粕
屋
南
部
消
防
本
部
管
内
で
ス

ト
ー
ブ
火
災
が
連
続
し
て
発
生
し
ま

し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
人
災
で
す
の
で
、

「
ち
ょ
っ
と
だ
か
ら
大
丈
夫
」「
う
っ

か
り
」
を
な
く
せ
ば
、
簡
単
に
予
防

で
き
ま
す
。

　
も
う
一
度
ス
ト
ー
ブ
火
災
の
原
因

と
予
防
法
を
お
さ
ら
い
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

　火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、
特

に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
や
衣
類
な

ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ス
プ
レ

ー
な
ど
引
火
の
危
険
性
の
あ
る
も

の
を
使
用
し
な
い
。

○
カ
ー
テ
ン
や
布
団
な
ど
が
ス
ト
ー

ブ
に
接
触
し
な
い
よ
う
に
、
離
し

ー
石
油
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
ー

粕
屋
南
部
消
防
本
部
で
企
画
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

て
使
用
す
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
方
に
洗
濯
物
な
ど

を
干
さ
な
い
。

○
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
一
酸
化
炭
素

中
毒
を
防
ぐ
た
め
、
定
期
的
に
部

屋
の
換
気
を
行
う
。

○
石
油
ス
ト
ー

ブ
に
灯
油
を

給
油
す
る
と

き
は
、
火
を

消
し
て
か
ら

行
う
。

○
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も
の

は
、
給
油
後
、
タ
ン
ク
の
ふ
た
を

確
実
に
締
め
、
そ
の
場
で
逆
さ
に

し
て
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

○
点
火
後
は
、
炎
の
調
節
を
行
い
、

正
常
に
燃
焼
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

○
就
寝
時
、
外
出
時
に
は
、
必
ず
完

全
に
消
火
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

○
暖
房
シ
ー
ズ
ン
の
前
後
に
は
、
十

分
な
点
検
整
備
を
行
う
。

○
灯
油
の
保
管
に
は
、

「
推
奨
」
ラ
ベ
ル
や

「
認
定
証
」
が
貼
付

さ
れ
た
容
器
を
使

用
す
る
と
と
も
に
、
必
ず
栓
を
し

っ
か
り
締
め
て
密
閉
す
る
。

○
保
管
場
所
は
火
気
を
使
う
場
所
か

ら
遠
ざ
け
る
と
と
も
に
、
直
射
日

光
を
避
け
た
冷
暗
所
と
す
る
。

使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

使
用
方
法

点
検
及
び
整
備

灯
油
の
保
管

点
火
及
び
消
火
の
確
認

つけましたか？　住宅用火災警報器つけましたか？　住宅用火災警報器 あなたと家族の
命を守る

～福岡県内においては平成21年6月1日から全ての住宅に住宅用火災警報器の
　設置が義務付けられています～

家族の命

●住宅用火災警報器に関する問合せ

　粕屋南部消防組合消防本部　☎９３５－５１１１

　粕屋南部消防組合消防本部ホームページにも

　掲載しています。ぜひご利用ください。

住宅用火災警報器は
なぜ必要なの？

あなた自身はもちろん、大切な

　　　　　　　 を住宅火災から

守るためです。

また、火災を早期に発見するこ

とで、初期消火や通報、避難な

どの行動が早まり、近隣への延

焼被害も軽減します。



19

楽
し
か
っ
た
研
修
旅
行

ニ
ュ
ー
は
げ
み
会

戸
外
活
動

黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て

粕
屋
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催

次
世
代
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

No.144

粕
屋
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

で
企
画
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
10
月
20
日（
土
）・
21
日（
日
）に
、

長
崎
に
研
修
旅
行
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。
秋
ら
し
い
好
天
に
恵
ま
れ
、

心
が
弾
む
楽
し
い
旅
行
で
し
た
。

　
ぱ
ー
る
会
は
、
広
報
の
音
読
録

音
を
し
て
高
齢
者
や
目
の
不
自
由

な
方
へ
お
届
け
し
て
い
る
団
体
な

の
で
、
今
度
の
旅
行
で
訪
れ
る
イ

ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
小
浜
の
足

湯
、
長
崎
市
内
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

稲
佐
山
の
夜
景
、
長
崎
歴
史
文
化

博
物
館
、
出
島
に
つ
い
て
、
一
人

ず
つ
ガ
イ
ド
さ
ん
に
な
り
き
っ
て
、

資
料
を
読
み
な
が
ら
皆
に
説
明
す

る
と
い
う
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
マ
イ
ク
を
持
ち
な
が
ら
の
発
表

は
ド
キ
ド
キ
で
し
た
が
、
お
陰
で

訪
れ
る
場
所
の
こ
と
が
よ
く
分
か

り
、
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ぱ
ー
る
会
　
松
田
悦
子

　
年
一
度
の
戸
外
活
動
。
今
年
は

「
う
み
な
か
花
ま
つ
り
」
の
チ
ラ

シ
が
目
に
留
ま
り
、
会
員
３
名
で

下
見
。
係
員
と
雨
天
の
場
合
や
広

い
園
内
の
移
動
な
ど
の
打
合
せ
を

し
て
、
10
月
25
日
（
木
）
を
迎
え

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
幸
い
に
天
気
も
よ
く

会
員
さ
ん
８
名
、
車
椅
子
６
台
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
６
名
、
社
協
よ
り

乗
用
車
１
台
と
１
名
、
町
の
バ
ス

を
借
り
て
の
活
動
で
し
た
。

　
園
に
つ
く
と
一
面
の
コ
ス
モ
ス

の
丘
、
畑
、
圧
巻
で
し
た
。
１
時

間
半
ほ
ど
コ
ス
モ
ス
を
眺
め
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
昼
食
を
休
暇
村
志
賀
島
で
と
り
、

お
土
産
の
買
い
物
を
し
て
帰
路
に

つ
き
、
楽
し
い
一
日
が
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
り
ま
し
た
。

運
営
委
員
（
七
色
の
会
）

松
永
禮
子

　
11
月
11
日
（
日
）
イ
オ
ン
福
岡

東
店
で
、
午
前
11
時
〜
正
午
ま
で
、

黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　
お
昼
前
と
あ
っ
て
、
お
客
様
は

次
第
に
増
え
て
い
き
「
黄
色
い
レ

シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
客
様
の
レ
シ
ー
ト
の

１
％
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
費

と
し
て
イ
オ
ン
よ
り
寄
付
さ
れ
て

い
ま
す
」
と
協
力
を
求
め
る
と
、

皆
さ
ま
気
持
ち
よ
く
レ
シ
ー
ト
を

下
さ
り
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、

「
こ
れ
集
め
て
ど
う
す
る
の
」
と

聞
か
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
、
そ
の
都
度
説
明
を
し
て
分
か

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
館
内
放
送
で
お
知
ら
せ
を
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
呼

び
か
け
な
ど
、
イ
オ
ン
の
方
の
協

力
が
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
黄
色

い
レ
シ
ー
ト
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

か
ざ
ぐ
る
ま
　
大
谷
節
子

　
楽
し
い
子
育
て
を
支
え
る
た
め

に
、
次
世
代
育
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
セ
ミ
ナ
ー
を
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
、
毎
回
午
前
10
時
〜
正
午
に

開
催
し
ま
す
。

　
参
加
料
は
無
料
で
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
　
か
す
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー

　
☎（
９
３
８
）
８
８
３
５

①
２
月
23
日
（
土
）

▽「
か
す
や
町
の
子
育
て
環
境
に

つ
い
て
」―

現
状
と
事
業―

▽
講
師
　
子
ど
も
未
来
課
・
健
康

づ
く
り
課
職
員

②
３
月
２
日
（
土
）

▽「
子
ど
も
の
心
と
体
の
発
達
に

つ
い
て
」―

豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
て
る―

▽
講
師
　
瀧
石
龍
國
氏
（
糟
屋
子

ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
）

③
３
月
９
日
（
土
）

▽ 

「
わ
ら
べ
う
た
と
お
は
な
し
」

―

こ
と
ば
の
よ
ろ
こ
び
を
こ
ど

も
た
ち
に―

▽
講
師
　
石
川
文
代
氏
（
福
岡
お

は
な
し
会
）
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慰
労
会

　
11
月
17
日
（
土
）、
サ
ン
レ
イ
ク
か

す
や
に
て
第
40
回
粕
屋
町
文
化
祭
の

反
省
会
を
行
い
ま
し
た
。
反
省
会
で

は
文
化
協
会
、
婦
人
会
、
社
会
教
育

課
の
皆
さ
ま
と
今
年
の
文
化
祭
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
の
視
点
で
良
か
っ
た
点
、
悪

か
っ
た
点
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

え
た
の
で
、
お
互
い
気
付
く
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
問
題
点
を
知
る
こ
と

が
で
き
と
て
も
貴
重
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
良
か
っ
た
点
は
来
年
さ
ら

に
の
ば
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
悪
か
っ

た
点
は
で
き
る
限
り
改
善
し
て
、
来

年
の
文
化
祭
は
も
っ
と
も
っ
と
盛
り

上
が
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
意
見
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

粕屋町青年団で企画されたコーナーです。

　
ま
た
同
日
、
町
内
で
慰
労
会
を
行

い
ま
し
た
。
慰
労
会
で
普
段
な
か
な

か
話
す
機
会
の
少
な
い
婦
人
会
や
文

化
協
会
の
皆
さ
ま
と
食
事
を
し
な
が

ら
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
青
年
団
の
活
動
を
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
方
が
こ
ん
な
に
も
近

く
に
い
る
の
だ
な
と
実
感
し
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

い
い
も
の
に
し
た
い
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。
お
忙
し
い
中
参
加
し
て
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【げんきなあいさつ　粕屋の子】

【美味しい押し寿司に挑戦】
【ひとり暮らし高齢者と語る会】

11月15日（木）　あいさつ運動
　抜けるような青空の下、「おはようございます」
と今日も元気な声が響きます。

11月19日（月）　料理教室
　　　　　　　　　講師　今泉暎子先生
　ひとり暮らし高齢者見守り活動で、11月24日
（土）に福祉センターで開催される「ひとり暮らし
高齢者と語る会」のおもてなし料理で、押し寿司
とほか３品を教えていただきました。
　日頃、料理は手馴れた婦人会の皆も、今日だけ
は初心に戻って目分量ではなく計量カップ・計量
スプーンできちんと
量って料理しました。
　試食会では、「お弁
当に詰めるときは、
食べやすいようにも
っと小さく切って…」
など、反省トークを
しながら美味しくい

ただきました。
　「楽しみながら、学ぶ心を大切に」
　このような活動をこれからも多く取り入れてい
きたいと思います。

11月24日（土）　福祉センター
　５月以来、半年振りのお弁当作りに少々緊張し
ました。料理教室で習った押し寿司を婦人会流に
アレンジして一品、てんぷら、煮物など季節感満
載の130食のお弁当が出来上がりました。
　代表の15名が「語る会」に参加。高齢者の方々と
親しく交流しました。
　「こらーおいしかぁ。」「おいしかったよ」と声を
かけていただいて、とても嬉しく思いました。最
後に、婦人会が音頭
をとり「炭坑節」を会
場の皆さんと一緒に
踊りました。
　皆さんの笑顔に励
まされ、また来年お
会い出来ることを楽
しみにしています。お弁当づくりの様子

■ １月の活動予定　　☆1月15日（火） あいさつ運動　　☆未定（11月末現在） 第3回歴史探訪

粕
屋
町
文
化
祭
反
省
会

粕屋町婦人会で企画されたコーナーです。

　あけまして　おめでとうございます。
　穏やかに新春をお迎えのこととお慶び申しあげます。
　日頃から皆さまに支え、励ましていただき心よりお礼
申し上げます。
　本年も、郷土愛をもって「自ら考え、自ら行い、創
造する婦人会」をめざして活動して参りますので、ご指
導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
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11
月
の
行
事
報
告

■
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
11
月
２
日（
金
）　
午
後
１
時

　
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　
谷
川
会
長
、
党
・
山
野
女
性
部

長
出
席
。
県
内
各
地
か
ら
約
３
０

０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
全
老
連
女
性
委
員
会
設

立
10
周
年
を
記
念
し
て「
わ
た
し

達
の
誓
い
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

・
地
域
に
仲
間
づ
く
り
を
広
げ
る

　
風
に
な
る

・
高
齢
者
の
声
を
届
け
る
風
に
な

　
る

・
次
世
代
と
の
心
を
つ
な
ぐ
風
に

　
な
る

〈
誓
い
：
21
世
紀
の
さ
わ
や
か
な

風
に
な
る
〉こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

▽
講
演
　
橋
本
み
き
え
先
生

　
　
　
　
　
西
九
州
大
学
准
教
授

▽
演
題
　「
高
齢
者
と
の
上
手
な

　
か
か
わ
り
方
」

と
題
し
て
い
ろ
い
ろ
な
性
格
の
老 粕屋町老人クラブ連合会で

企画されたコーナーです。

人
に
対
す
る
接
し
方
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
大
事
な
こ
と
は
、
自
分
の

価
値
観
を
押
し
つ
け
な
い
こ
と
。

経
験
も
違
う
、
年
齢
も
違
う
、
老

化
の
程
度
も
性
格
も
違
う
こ
と
を

理
解
し
て
、
い
つ
も
人
の
お
世
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
心
が

大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
事
例
発
表（
２
件
）
が
あ
り
ま
し

た
。

①
久
留
米
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　

安
武
福
寿
会
連
合
会
元
女
性
部

長
　
三
原
桂
子
さ
ん

▽
事
例
名「
お
互
い
さ
ま
で
」

　
安
武
校
区
に
お
け
る
友
愛
活
動

の
取
組
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。「
む
か
し
子
ど
も
会
」
と
名

付
け
て
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら

始
め
て
、
親
を
亡
く
さ
れ
た
一
人

ぼ
っ
ち
の
障
が
い
者
を
家
に
引
き

取
り
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
か
ら
始

め
ら
れ
、
こ
の
会
を
大
き
く
成
長

さ
せ
、
昼
間
一
人
き
り
の
老
人
の

食
事
の
面
倒
を
み
る
慈
愛
の
心
と

情
熱
に
頭
が
下
が
る
思
い
が
い
た

し
ま
し
た
。

②
み
や
ま
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
瀬
高
支
部
副
支
部
長
　
大
竹
信

子
さ
ん

▽
事
例
名「
か
け
が
え
の
な
い
絆
」

　
昨
年
７
月
、
九
州
北
部
豪
雨
災

害
で
高
校
生
、
大
学
生
か
ら
地
元

の
医
師
、
各
職
場
の
団
体
な
ど
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、

泥
ま
み
れ
で
の
地
域
活
動
に
、
か

け
が
え
の
な

い
絆
を
実
感

さ
れ
、
ご
苦

労
さ
れ
た
状

況
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
み
の
り
の

あ
る
研
修
会

で
し
た
。
　

　
党
　
悦
子

■
11
月
定
例
理
事
会

　
11
月
６
日（
火
）　
午
前
10
時
　

　
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
11
月
・
12
月
行
事
予
定
の
検
討

及
び
参
加
者
の
決
定

・
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て

打
合
せ

・
役
員
選
考
委
員
会
の
設
置
に
つ

い
て（
役
員
選
考
委
員
会
設
置

要
領
）
の
検
討

■
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

11
月
８
日（
木
）　
午
前
10
時
30

分
　
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

安
河
内
、
松
本
、
長
　
出
席

■
女
性
部
長
視
察
研
修

　
11
月
11
日（
日
）〜
12
日（
月
）　

　
人
吉
地
区

　
総
勢
16
名
、
雨
が
今
に
も
降
り

出
し
そ
う
な
空
模
様
の
中
を
、
９

時
前
に
健
康
セ
ン
タ
ー
を
バ
ス
で

出
発
、
一
路
人
吉
へ
。
人
吉
で
は

高
橋
酒
造
の
白
岳
伝
承
蔵
・
焼
酎

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、
４
０
０
年
の

歴
史
を
持
つ
球
磨
焼
酎
の
製
法
道

具
と
製
造
工
程
を
見
学
の
後
、
楽

し
い
試
飲
コ
ー
ナ
ー
が
待
っ
て
い

ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
幽
霊
寺
で
有
名
な

永
国
寺
へ
参
拝
。
応
永
15
年
の
創

立
で
現
在
の
住
職
は
40
代
目
に
な

る
そ
う
で
す
。
幽
霊
掛
け
軸
と
幽

霊
が
出
た
と
い
う
湧
水
池
や
西
郷

隆
盛
遺
跡
之
碑
を
拝
観
後
、
五
木

村
へ
出
発
。

　
五
木
村
で
は
生
憎
の
雨
で
散
策

が
出
来
ず
残
念
。
一
路
ホ
テ
ル
へ
。

　
翌
日
は
鍛
冶
屋
横
町
の
味
噌
・

醤
油
蔵
を
見
学
の
後
、
人
吉
の
高

台
に
あ
る
、
人
吉
・
ク
ラ
フ
ト
パ

ー
ク
石
野
公
園
へ
。
ク
ラ
フ
ト
製

品
・
鉄
製
品
、
全
国
各
県
別
人
形

製
品
・
球
磨
焼
酎
製
造
・
陶
器
製

品
の
各
コ
ー
ナ
ー
を
見
学
。
公
園

の
高
台
に
そ
び
え
る
、
鉄
骨
木
造

の
櫓
に
登
り
人
吉
市
内
を
一
望
し

て
公
園
を
後
に
し
、
紅
葉
を
楽
し

み
な
が
ら
昼
食
場
所
の
隠
れ
里
の

湯
へ
。
地
鶏
の
炭
火
焼
の
昼
食
を

満
喫
後
、
帰
路
に
つ
く
。

■
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
11
月
21
日（
水
）　
午
前
10
時

　
駕
与
丁
公
園
　
１
２
８
名
参
加

　
９
時
45
分
、
安
河
内
会
長
の
挨

拶
の
後
、
社
会
教
育
課
職
員
指
導

の
も
と
、
準
備
体
操
で
体
を
ほ
ぐ

し
、
駕
与
丁
池
１
周
に
出
発
。
好

天
に
恵
ま
れ
少
し
汗
ば
み
な
が
ら

11
時
全
員
無
事
に
到
着
。
山
田
副

会
長
の
挨
拶
の
後
、
散
会
し
ま
し

た
。

1
月
4
日（
金
） 
午
前
10
時
　
新
年
挨
拶
廻
り
　
４
役

１
月
８
日（
火
） 
午
前
10
時
　
定
例
理
事
会
　
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
月
の
行
事
予
定
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か
す
や
発
見

か
す
や
発
見

企
画
・
社
会
教
育
委
員
の
会

企
画
・
社
会
教
育
委
員
の
会

だ
　
ぎ
　
と

は
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
ろ

 

な

伊
賀
地
域
に
伝
わ
る

　
　
　
　「破
魔
」
の
紹
介

　
戸
原
区
伊
賀
地
域
に
伝
わ
る
子

ど
も
た
ち
の
行
事
と
し
て
は
、
は

よ
こ
ん
か
（
お
通
夜
）、
駄
祈
祷

（
相
撲
）、
そ
し
て
破
魔
が
今
も
保

護
者
の
協
力
で
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
全
て
男
子
の
行
事
で
す
。

　
破
魔
は
１
月
１
日
の
早
朝
、
伊

賀
薬
師
様
境
内
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

準
備
は
子
ど
も
た
ち
が
冬
休
み
に

入
っ
て
か
ら
稲
わ
ら
を
芯
に
し
て

輪
形
に
縄
で
巻
き
固
め
た
的
を
悪

魔
に
な
ぞ
ら
え
て
矢
を
射
ま
す
。

矢
が
的
に
刺
さ
れ
ば
「
お
め
で
と

う
」
と
か
ん
声
が
あ
が
り
ま
す
。

　
こ
の
行
事
は
、
年
頭
に
悪
魔
を

祓
い
一
年
中
の
無
事
息
災
を
祈
る

行
事
で
す
。

　
以
前
は
子
ど
も
た
ち
が
年
末
に

農
家
の
庭
を
借
り
て
的
作
り
を
し

た
も
の
で
あ
り
、
機
械
縄
は
無
く
、

年
齢
（
学
年
）
に
応
じ
て
尋
数
（
身

（
戸
原
編
）

（
戸
原
編
）

と 

ば 

ら

と 

ば 

ら

長
に
応
じ
た
長
さ
）
を
決
め
て
わ

ら
を
叩
い
て
軟
ら
か
く
し
、
縄
を

綯
い
、
磨
き
上
げ
を
し
て
的
作
り

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
的
を
入
れ

る〝
網
か
ご
〞ま
で
上
級
生
が
作
っ

て
い
ま
し
た
。

　
近
頃
は
大
人
も
縄
を
綯
う
事
が

出
来
な
い
ご
時
勢
で
あ
り
、
機
械

縄
を
使
っ
て
的
と
網
組
み
作
り
を

手
伝
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
準
備
す
る
も
の
は
悪

魔
を
祓
う
為
の
弓
と
矢
を
川
土
手

に
生
え
て
い
る
青
竹
で
弓
は
男
竹
、

矢
は
女
竹
を
使
っ
て
弓
矢
を
作
り

ま
す
。
羽
根
に
つ
い
て
は
不
要
の

ハ
ガ
キ
を
利
用
し
て
、

竹
矢
の
後
ろ
に
ハ
ガ

キ
を
挟
め
て
真
っ
直

ぐ
飛
ぶ
よ
う
に
作
る

人
た
ち
も
い
ま
す
。

　
年
末
ま
で
に
出
来

上
が
っ
た
的
は
網
に

入
れ
ら
れ
て
魔
物
に

な
り
、
薬
師
堂
の
前

に
ぶ
ら
下
げ
て
元
旦

の
破
魔
の
日
を
待
つ

の
で
す
。

110番の正しい使い方
・110番通報は、事件事故などの緊急通報専用電話です。

・要望・相談・苦情・問い合わせは、「＃9110」まで。

・誤って110番した時は、「誤って通報した」と言って電
　話を切りましょう。

・携帯電話から110番通報する時は、交差点やコンビニ、
　バス停など目標となる名称を示して通報してください。

・携帯電話でも「110」を押して通話すれば、警察本部の
　通信司令室につながります。

1月10日（木）は、110番の日です。110番は地域の安全を
支えるための大切な回線ですので、正しく使ってください。
・緊急を要する際は、迷わず早急に「110番」。
・相談や要望は、「＃9110」におかけください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粕屋警察署

20
歳
以
上
の
人
を
対
象

と
し
た
定
時
制
高
校
入

試
特
定
措
置

　
福
岡
県
立
定
時
制
課
程
で
は
、
満

20
歳
以
上
で
希
望
さ
れ
る
人
に
対
し
、

学
力
検
査
を
行
わ
ず
、
作
文
に
て
入

学
者
選
抜
を
行
う
特
例
措
置
を
実
施

し
て
い
ま
す
（
一
部
学
校
を
除
く
）。

こ
れ
か
ら
勉
強
を
始
め
て
、
高
校
卒

業
資
格
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
人

の
入
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
志
願
資
格
　
高
校
入
学
資
格
が
あ

る
満
20
歳
（
平
成
25
年
４
月
１
日

現
在
）
以
上
の
人

●
願
書
配
布
場
所
・
試
験
会
場

　
志
願
先
高
校

●
願
書
受
付
期
間
　
２
月
18
日
（
月
）

〜
２
月
25
日
（
月
）　
最
終
日
は
正

午
ま
で
。

●
試
験
日
　
３
月
12
日
（
火
）・
13
日

（
水
）　
作
文
に
加
え
て
、
面
接
を

行
う
学
校
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

志
願
先
高
校
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
合
せ
　
福
岡
県
教
育
庁
高
校
教

育
課
　
☎（
６
４
３
）
３
９
０
４
ま

た
は
、
志
願
先
高
校

　h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.fu
ku
o
ka
.

　lg
.jp
/e
0
4
/te
iji.h
tm
l

へ
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No.100

　新年おめでとうございます。日頃より子ども会・
育成会活動にご理解とご協力を賜り感謝申し上げま
す。本年も「子どもの手による子ども会」作りを目
指し取り組んでまいりますので、各区・区民の皆さ
まの益々のご支援よろしくお願いいたします。さて、
今月は長者原中区子ども会の活動を紹介します。

　長者原中区子ども会では、年々子どもたちの人数
も減り、今では4組合、74名の子どもたちで活動
を行っています。
　年間行事では、夏まつり・獅子廻し・七夕・ソフ
トボール大会・運動会・相撲・敬老会での発表・お
楽しみ会や、分館ソフトボール・女子フットベース
ボールなど、それぞれの行事へ向けて練習も頑張っ
ています。
　敬老会やお楽しみ会では、5・6年生が先頭に立ち、
お年寄りに喜んでいただけるように、また下級生が
楽しんで参加できるように、話し合いをし、今まで
以上に楽しい会を作
ってくれました。
　女子フットベース
ボールでは、昨年、
監督不在でのスター
トでしたが33名の
子どもたちが集まり、
保護者のご協力もあ

粕屋町子ども会育成会連絡協議会で企画されたコーナーです。

り、夏の大会・11月のトロフィー戦に出場するこ
とが出来ました。
　人数も少なく小さな子ども会ですが、より良い子
ども会にするため、昨年は中区4役さん方と、子ど
も会活動の実状や悩みを聞いていただける場を設け
ることが出来ました。そのおかげで昨年12月、フ
ットベース＆ソフトの倉庫を設置することが出来ま
した。
　子どもたちの安全も守られ、スムーズに練習を行
うことができ、道具の管理も出来るようになりまし
た。
　ありがとうございます。
　まだまだ課題もありますが、長者原中区子ども会
が、これからも、楽しく活動出来るように引き継い
でいきたいと思います。

「
世
に
も
珍
し
い
マ
ザ
ー

ク
ラ
ス
」参
加
者
募
集

　
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
が
持
っ
て

い
る
、
産
む
力
、
生
ま
れ
る
力
っ
て

何
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
自
然

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
生
か
せ
る
た
め
の

準
備
と
は…

。
産
む
こ
と
、
生
ま
れ

る
こ
と
、
育
て
る
こ
と
、
あ
な
た
の

「
か
ら
だ
」で
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の「
か
ら
だ
」を
感
じ
、
あ
な

た
の
力
を
引
き
出
す
ク
ラ
ス
で
す
。

●
日
程
　
２
月
５
日（
火
）、
14
日

（
木
）、
21
日（
木
）、
28
日（
木
）、

３
月
６
日（
水
）、
平
成
26
年
12
月

（
同
窓
会
）

●
時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１

時（
受
付
10
時
〜
）

●
会
場
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
対
象
　
出
産
予
定
日
が
本
年
４
月

以
降
で
、
妊
娠
経
過
に
異
常
が
な

く
、
全
回
受
講
で
き
る
方

●
定
員
　
10
名

●
受
講
料

　１
２
，
０
０
０
円（
全

回
と
お
し
て
）

●
託
児
　
千
円（
１
人
）　
胎
児
と
の

時
間
・
場
を
大
切
に
し
ま
す
の
で
、

上
の
お
子
様
は
必
ず
お
預
け
く
だ

さ
い
。
託
児
は
申
込
み
時
に
一
緒

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
　「
母
子
健
康
手
帳
」を
毎

回
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
　
は
が
き
・
F
A
X
・

e
-m
a
il

の
い
ず
れ
か
で
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
、
F
A
X
番
号
、

出
産
予
定
日
、
初
産
・
経
産
、
こ

の
募
集
を
知
っ
た
き
っ
か
け
、
託

児
の
有
無（
お
子
様
の
名
前
・
年

齢
）を
お
書
き
の
上
、
左
記
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
必
ず
件
名
に「
マ
ザ
ー
ク

ラ
ス
申
し
込
み
」と
お
書
き
く
だ

さ
い
。

●
宛
先
及
び
問
合
せ
先

　福
岡
県
立
大
学
看
護
学
部
女
性
看

護
学
／
女
性
学
　
担
当
・
吉
田

　（
〒
８
２
５
ー
８
５
８
５
　
田
川

市
伊
田
４
３
９
５
）

　
F
A
X
　
０
９
４
７（
４
２
）２
０

７
３

　e
-m
a
il yo

sh
id
a
@
fu
ku
o
ka
-

p
u
.a
c
.jp

　
☎
０
９
４
７（
４
２
）２
１
１
８
　

内
線
２
５
１
８

　
問
い
合
わ
せ
は
、
平
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
の
間
に
お
願
い
し

ま
す
）

長者原中区子ども会の活動紹介
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下
水
道
排
水
設
備
責
任

技
術
者
登
録
申
請
の

お
知
ら
せ

　
平
成
25
年
度
の
粕
屋
町
下
水
道
排

水
設
備
責
任
技
術
者
の
新
規
登
録
申

請
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象
者

①
申
請
書
受
付
時
点
で
有
効
な
福
岡

県
内
他
市
町
村
の
、
下
水
道
排
水

設
備
責
任
技
術
者
登
録
を
有
し
て

い
る
方

②
申
請
書
受
付
時
点
で
有
効
な
、
福

岡
県
下
水
道
協
会
が
実
施
し
た
、

福
岡
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
試
験
の
合
格
証
を
有
し

て
い
る
方

●
申
請
書
配
布
　
１
月
４
日（
金
）か

ら
●
受
付
期
間
　
２
月
１
日（
金
）〜
２

月
14
日（
木
）

●
注
意
事
項

　
申
請
書
配
布
、
受
付
の
い
ず
れ
も

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
、
粕

屋
町
役
場
上
下
水
道
課
窓
口
に
て

行
い
ま
す
。

　
　
な
お
、
記
入
し
た
申
請
書
の
提

出
は
必
ず
窓
口
ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
い
。（
代
理
人
可
・
郵
送
不
可
）

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
上
下
水
道
課
業

務
係
　
☎（
９
３
８
）
０
２
３
９

上
下
水
道
課
か
ら
の
お
願
い

宅
内
漏
水
の
確
認
に
つ
い
て

　
使
用
状
況
が
変
わ
ら
な
い
の
に
検

針
票
の
使
用
量
が
普
段
よ
り
多
い
場

合
は
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
漏
水
は
そ
の
ま
ま
水
道
料
金
に
加

算
さ
れ
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
を
見
て
い

た
だ
き
、
早
急
に
粕
屋
町
指
定
工
事

☎６２１－９９２８

☎９３８－４５７６

☎９３８－２７０８

☎９３８－２２４５

粕屋町内水道工事指定業者一覧

水道の修繕は、粕屋町水道工事
指定業者へ申し込んでください。

㈲前田設備工業

㈱尾 畑 建 設

㈱倉　　　　田

松 山 工 業 ㈱ この銀色のコマを見てください。

漏水確認方法

蛇口を全部しめ
てメーターの銀
色のコマが回っ
ていれば、漏水
しています。

店
に
修
理
を
依
頼
さ
れ
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

　
上
記
以
外
に
も
、
指
定
工
事
店
が

あ
り
ま
す
の
で
、
粕
屋
町
上
下
水
道

課
☎(

９
３
８)

０
２
３
９
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

司
法
書
士

巡
回
法
律
相
談
会

　
相
続
登
記
や
会
社
設
立
な
ど
の
登

記
相
談
、
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者

問
題
、
借
金
な
ど
の
多
重
債
務
問
題
、

訴
訟
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
々
の
権
利
を
守
る
成
年
後
見
な

ど
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

す
。（
た
だ
し
、
予
約
い
た
だ
い
た

方
を
優
先
し
ま
す
）

●
日
時
　
１
月
26
日
（
土
）　
午
前
10

時
〜
午
後
２
時

【
面
談
相
談
】

●
会
場

▽
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵
（
須
恵
町

大
字
上
須
恵
１
１
８
０
ー
１
）

▽
そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ
う
（
新
宮
町
大
字

上
府
１
１
２
１
ー
１
）

●
予
約
受
付
期
間
　
１
月
７
日
（
月
）

〜
１
月
25
日
（
金
）
ま
で
（
土
日
祝

日
を
除
く
）
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
●
予
約
電
話
番
号

　
☎（
６
６
３
）
５
０
５
５

【
電
話
相
談
】

●
相
談
電
話
　
毎
週
火
曜
日
の
午
後

６
時
〜
午
後
８
時
　
☎（
６
６
３
）

５
０
５
５
　
無
料

●
司
法
書
士
の
紹
介
　
月
曜
日
〜
金

曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※

い
ず
れ
も
、
祝
日
・
年
末
年
始
は

実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
主
催
　
福
岡
県
司
法
書
士
会
福
岡

東
支
部

災
害
時
要
援
護
者
の

登
録
受
付
中

　
災
害
発
生
時
に
自
力
で
の
避
難
が

困
難
な
方
の
支
援
体
制
を
整
え
る
た

め
、
災
害
時
要
援
護
者
の
登
録
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方
は
連
絡
願
い
ま
す
。
本
人
が

連
絡
困
難
な
場
合
は
、
代
理
人
で
も

結
構
で
す
。

　
ま
た
、
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
、
継
続
し
て
登
録
と
な
り
ま
す
の

で
、
新
た
な
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。（
内
容
に
よ
っ
て
は
再
度
役

場
か
ら
用
紙
を
送
付
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

●
連
絡
先
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

　
☎（
９
３
８
）
０
１
７
３

発
達
障
が
い
児
支
援
の

た
め
の
研
修
会

●
日
時
　
２
月
14
日
（
木
）　
午
後
２

時
〜
午
後
４
時
（
受
付
午
後
１
時

30
分
〜
）

●
場
所
　
福
岡
県
粕
屋
保
健
福
祉
事

務
所
（
粕
屋
町
大
字
戸
原
２
３
５

ー
７
）

●
内
容
　
講
演
「
気
に
な
る
行
動
と

そ
の
対
応
」
〜
子
ど
も
へ
の
関
わ

り
支
援
に
つ
い
て
〜
　
講
師
＝
武

部
愛
子
先
生
（
福
岡
こ
ど
も
短
期

大
学
教
授
・
臨
床
心
理
士
）

●
参
加
対
象
　
母
子
保
健
等
関
係
者
、

お
子
様
の
成
長
・
発
達
が
気
に
な

る
保
護
者
（
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
参
加
料
　
無
料

●
申
込
み
・
問
合
せ
　
電
話
で
２
月

１
日
（
金
）
ま
で
に
、
福
岡
県
粕
屋

保
健
福
祉
事
務
所
健
康
増
進
係
　

担
当
：
山
口
・
江
崎

　
☎（
９
３
９
）
１
５
３
４
へ
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◆“新春初踊り”を開催します
　今年も町内のよさこいの踊り子の交流を目的として、年明け
恒例の“新春初踊り”を開催いたします。
　よさこい演舞はもちろん、フォトコンテストの入賞作品の展
示や、参加者からお客様まで全員で楽しめるレクリェーション
も予定しています。
　多くの皆さまのご来場をお待ちしております。

日時　1月14日(月・祝)　12:00～15:00（予定）

会場　かすやドーム　メインアリーナ

YOSAKOIかすや祭り実行委員会
で企画されたコーナーです。

YOSAKOIかすや祭り実行委員会事務局　粕屋町協働のまちづくり課　☎938-0173　

※当日は寒くなることが十分予想されますので、ご来場の際には

　防寒のため上着・上履きなどを忘れずにお持ちください。

「
町
長
と
語
ろ
う
」
の

お
知
ら
せ

　
明
日
の
粕
屋
町
を
語
り
ま
し
ょ
う
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
に
て
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
決
定
し
ま
す
。
申
込
者
に
は
、

後
日
通
知
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
日
　
２
月
13
日
（
水
）

●
時
間
　
A
〜
C
の
時
間
帯
の
う
ち

１
回
（
30
分
以
内
）。

　
A
　
午
後
１
時
〜
午
後
１
時
30
分

　
B
　
午
後
１
時
45
分
〜
午
後
２
時

　
　
　
15
分

　
C
　
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
粕
屋
町
役
場

●
対
象
　
粕
屋
町
内
在
住
又
は
在
勤

の
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
団
体
（
１

日
３
名
（
組
）
ま
で
）

　
　
た
だ
し
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ま
と
語
り
合
う
た
め
に
、
年
度
内

（
４
月
〜
３
月
）
に
１
回
の
申
し
込

み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
又
は
ふ
く
お

か
電
子
申
請

【
ハ
ガ
キ
】

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

参
加
予
定
人
数
・
希
望
日
・
希
望

の
時
間
帯
を
明
記
の
う
え
２
月
６

日
（
水
）（
消
印
有
効
）
ま
で
に
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ふ
く
お
か
電
子
申
請
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、「
粕
屋
町

ふ
く
お
か
電
子
申
請
」
を
検
索
し
、

「
町
長
と
語
ろ
う
」
の
画
面
に
従
っ

て
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
２
月
６

日
（
水
）
ま
で
。

●
問
合
せ
・
申
込
み
先

　
〒
８
１
１
ー
２
３
９
２
　
粕
屋
町

駕
与
丁
１
丁
目
１
ー
１
　
粕
屋
町

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
　
☎（
９

３
８
）
０
１
７
３

町
臨
時
職
員
の
登
録
者

を
募
集
し
ま
す

　
時
期
的
に
事
務
量
が
増
え
る
と
き

な
ど
に
、
臨
時
に
人
員
を
必
要
と
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事

態
に
速
や
か
に
対
応
す
る
た
め
、
事

前
に
臨
時
職
員
の
登
録
の
受
付
を
い

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
の
有
効
期
間
は
平
成

26
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

●
職
種

　
▽
一
般
事
務
職

　
▽
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
職

　
▽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

　
▽
学
童
保
育
指
導
員

●
任
用

　必
要
に
応
じ
て
登
録
者
リ

ス
ト
の
中
か
ら
面
接
な
ど
を
行
な

っ
た
う
え
で
の
任
用
と
な
り
ま
す
。

（
登
録
後
す
ぐ
に
任
用
と
は
限
り

ま
せ
ん
）

●
勤
務
時
間

　原
則
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
賃
金
　
一
般
事
務
職
　
日
給
５
，

８
５
０
円
（
参
考
　
平
成
24
年
度

賃
金
）

※

職
種
に
よ
っ
て
勤
務
時
間
・
賃
金

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
受
付
期
間

　１
月
４
日
（
金
）
か
ら

２
月
28
日
（
木
）
ま
で
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

●
資
格

・
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

人
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

・
保
育
士
又
は
幼
稚
園
教
諭
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
そ
の
資
格
を
有
す

る
人

●
提
出
書
類
　
登
録
申
請
書
（
役
場

総
務
課
備
え
付
け
の
指
定
様
式
。

写
真
が
必
要
で
す
）

●
提
出
先
・
問
合
せ

　粕
屋
町
役
場

総
務
課
庶
務
人
事
係
　
☎（
９
３

８
）
０
１
６
２
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◆“新春初踊り”を開催します
　今年も町内のよさこいの踊り子の交流を目的として、年明け
恒例の“新春初踊り”を開催いたします。
　よさこい演舞はもちろん、フォトコンテストの入賞作品の展
示や、参加者からお客様まで全員で楽しめるレクリェーション
も予定しています。
　多くの皆さまのご来場をお待ちしております。

日時　1月14日(月・祝)　12:00～15:00（予定）

会場　かすやドーム　メインアリーナ

YOSAKOIかすや祭り実行委員会
で企画されたコーナーです。

YOSAKOIかすや祭り実行委員会事務局　粕屋町協働のまちづくり課　☎938-0173　

※当日は寒くなることが十分予想されますので、ご来場の際には

　防寒のため上着・上履きなどを忘れずにお持ちください。

「
町
長
と
語
ろ
う
」
の

お
知
ら
せ

　
明
日
の
粕
屋
町
を
語
り
ま
し
ょ
う
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
に
て
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
決
定
し
ま
す
。
申
込
者
に
は
、

後
日
通
知
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
日
　
２
月
13
日
（
水
）

●
時
間
　
A
〜
C
の
時
間
帯
の
う
ち

１
回
（
30
分
以
内
）。

　
A
　
午
後
１
時
〜
午
後
１
時
30
分

　
B
　
午
後
１
時
45
分
〜
午
後
２
時

　
　
　
15
分

　
C
　
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
粕
屋
町
役
場

●
対
象
　
粕
屋
町
内
在
住
又
は
在
勤

の
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
団
体
（
１

日
３
名
（
組
）
ま
で
）

　
　
た
だ
し
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ま
と
語
り
合
う
た
め
に
、
年
度
内

（
４
月
〜
３
月
）
に
１
回
の
申
し
込

み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
又
は
ふ
く
お

か
電
子
申
請

【
ハ
ガ
キ
】

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

参
加
予
定
人
数
・
希
望
日
・
希
望

の
時
間
帯
を
明
記
の
う
え
２
月
６

日
（
水
）（
消
印
有
効
）
ま
で
に
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ふ
く
お
か
電
子
申
請
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、「
粕
屋
町

ふ
く
お
か
電
子
申
請
」
を
検
索
し
、

「
町
長
と
語
ろ
う
」
の
画
面
に
従
っ

て
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
２
月
６

日
（
水
）
ま
で
。

●
問
合
せ
・
申
込
み
先

　
〒
８
１
１
ー
２
３
９
２
　
粕
屋
町

駕
与
丁
１
丁
目
１
ー
１
　
粕
屋
町

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
　
☎（
９

３
８
）
０
１
７
３

町
臨
時
職
員
の
登
録
者

を
募
集
し
ま
す

　
時
期
的
に
事
務
量
が
増
え
る
と
き

な
ど
に
、
臨
時
に
人
員
を
必
要
と
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事

態
に
速
や
か
に
対
応
す
る
た
め
、
事

前
に
臨
時
職
員
の
登
録
の
受
付
を
い

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
の
有
効
期
間
は
平
成

26
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

●
職
種

　
▽
一
般
事
務
職

　
▽
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
職

　
▽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

　
▽
学
童
保
育
指
導
員

●
任
用

　必
要
に
応
じ
て
登
録
者
リ

ス
ト
の
中
か
ら
面
接
な
ど
を
行
な

っ
た
う
え
で
の
任
用
と
な
り
ま
す
。

（
登
録
後
す
ぐ
に
任
用
と
は
限
り

ま
せ
ん
）

●
勤
務
時
間

　原
則
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
賃
金
　
一
般
事
務
職
　
日
給
５
，

８
５
０
円
（
参
考
　
平
成
24
年
度

賃
金
）

※

職
種
に
よ
っ
て
勤
務
時
間
・
賃
金

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
受
付
期
間

　１
月
４
日
（
金
）
か
ら

２
月
28
日
（
木
）
ま
で
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

●
資
格

・
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

人
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

・
保
育
士
又
は
幼
稚
園
教
諭
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
そ
の
資
格
を
有
す

る
人

●
提
出
書
類
　
登
録
申
請
書
（
役
場

総
務
課
備
え
付
け
の
指
定
様
式
。

写
真
が
必
要
で
す
）

●
提
出
先
・
問
合
せ

　粕
屋
町
役
場

総
務
課
庶
務
人
事
係
　
☎（
９
３

８
）
０
１
６
２
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経
営
な
ん
で
も
相
談
会

開
催

業
務
改
善
助
成
金
の

お
知
ら
せ

福
岡
県
最
低
賃
金

改
正
の
お
知
ら
せ

粕
屋
町
商
工
会
へ
の
入
会
及
び

商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
１
月
16
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員
　
税
理
士
ほ
か

※

相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
の
秘

　
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

●
予
約
・
問
合
せ

　
粕
屋
町
商
工
会

　
商
工
会
は
、
商
工
業
者
の
経
営

支
援
や
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
資
格
は
、
町
内
に
お
い
て
営

業
所
・
事
務
所
・
工
場
事
業
所
を

有
す
る
商
工
業
者
で
す
。

　
商
工
会
員
は
無
料
で
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）が
開
設
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

　
☎(

９
３
８) 

２
４
５
６「
粕
屋
町
商
工
会
」ま
で

No.106

粕
屋
町
商
工
会
で
企
画
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス

　h
ttp
://w

w
w
.ka
su
ya
-

　sh
o
ko
ka
i.o
r.jp
/

　　
福
岡
県
の
最
低
賃
金
は
、
福
岡

県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
産
業
に

該
当
す
る
事
業
所
で
働
く
労
働
者

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の「
特
定
最
低

賃
金
」が
適
用
さ
れ
ま
す（
た
だ
し
、

適
用
除
外
該
当
者
は
除
き
ま
す
）。

　
１
時
間
　
７
０
１
円

（
効
力
発
生
日
）

　
平
成
24
年
10
月
13
日

●
特
定
最
低
賃
金

▽
製
鉄
業
・
製
鋼
・
製
鋼
圧
延
業
、

鋼
材
製
造
業

　
　
　
　
　
１
時
間
　
８
３
５
円

▽
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
器
具
、
情
報
通

信
機
器
具
製
造
業

　
　
　
　
　
１
時
間
　
７
９
３
円

▽
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

　
　
　
　
　
１
時
間
　
８
１
６
円

▽
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　
　
　
　
　
１
時
間
　
７
６
４
円

▽
各
種
商
品
小
売
業

　
　
　
　
　
１
時
間
　
７
１
０
円

▽
自
動
車（
新
車
）小
売
業

　
　
　
　
　
１
時
間
　
８
０
７
円

（
効
力
発
生
日
）

　
平
成
24
年
10
月
10
日

　
事
業
所
の
最
も
低
い
時
間
給
を
、

計
画
的
に
８
０
０
円
以
上
に
引
き

上
げ
る
中
小
企
業
主
に
、
業
務
改

善
経
費
と
し
て
、
最
大
１
０
０
万

円（
３
年
間
で
最
大
３
０
０
万
円
）

を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
要
件

①
賃
金
引
上
げ
計
画
の
策
定（
事

業
所
内
で
最
も
低
い
時
間
給
を

４
年
以
内
に
８
０
０
円
以
上
に

引
き
上
げ
）

②
１
年
当
た
り
40
円
以
上
の
賃
金

引
上
げ（
就
業
規
則
等
に
規
定
）

③
賃
金
引
上
げ
の
た
め
に
業
務
改

善
と
し
て
10
万
円
以
上
の
費
用

を
支
払
い

●
支
給
額
　
③
の
経
費
の
２
分
の

１（
上
限
１
０
０
万
円
）

●
支
給
回
数
　
賃
金
引
上
げ
計
画

期
間
中
に
支
給
要
件
を
満
た
し

た
年
度
に
１
回
支
給（
最
大
３

回
）

●
問
合
せ
　
福
岡
労
働
局
　
賃
金

　
課
　
☎（
４
１
１
）４
５
７
８

福
祉
の
職
場

合
同
就
職
面
談
会

●
日
時
　
２
月
１
日（
金
）　
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
３
時（
受
付
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分
）　

●
場
所
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春

日
市
原
町
３
ー
１
ー
７
　
J
R
春

日
駅
前
）

●
内
容
　
▽
求
人
事
業
所
と
求
職
者

と
の
就
職
面
談
コ
ー
ナ
ー（
約
１

３
０
法
人
・
事
業
所
）▽
相
談
コ

ー
ナ
ー（
福
祉
関
係
資
格
、
求
職

相
談
・
求
職
登
録
）▽
障
が
い
者

が
つ
く
る
ま
ご
こ
ろ
製
品
の
展

示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
▽
求
職
者
向

け
セ
ミ
ナ
ー

●
対
象
　
社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の

就
職
希
望
者
及
び
平
成
25
年
３
月

末
卒
業
予
定
の
学
生

●
参
加
方
法
　
参
加
無
料
で
、
事
前

の
申
込
み
は
不
要
で
す
。
求
人
事

業
所
と
の
面
談
が
で
き
ま
す
の
で
、

履
歴
書
を
複
数
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
託
児
　
生
後
３
か
月
か
ら
就
学
前

ま
で
の
託
児
が
あ
り
ま
す
。
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議

会
人
材
・
情
報
課（
福
岡
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
）　
☎（
５
８
４
）３

３
１
０

労
働
ト
ラ
ブ
ル

　
　
　
電
話
相
談

　
司
法
書
士
が
無
料
で
電
話
相
談
に

応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
電
話
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
　

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
の
午
後
８
時

〜
午
後
９
時（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）　

●
相
談
電
話
　
☎（
７
２
４
）９
５
０

５
●
相
談
内
容
　
未
払
い
賃
金
、
解
雇

そ
の
他
労
働
ト
ラ
ブ
ル

●
主
催
　
福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協

議
会
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（広告）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

べ 

た

　
　
　
　
　 

く
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ま
つ
げ

ひ
つ
じ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

か  

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
じ

〔
俳
句
〕

久
し
き
は
比
翼
の
雀
庭
小
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党
　
　
悦
子

年
賀
状
世
わ
た
り
下
手
も
元
気
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
戸
　
康
碩

晩
秋
や
空
の
心
で
　
摘
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
弘
子

散
り
初
む
る
桜
紅
葉
に
遅
速
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
村
　
　
栄

ゆ
れ
ゆ
れ
な
つ
わ
ぶ
き
の
花
散
歩
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
豊
子

石
蕗
の
花
風
紋
し
る
き
湖
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
抖
し
子

階
に
風
の
溜
ま
り
場
落
葉
積
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
孝
子

櫨
紅
葉
黒
猫
ゆ
た
り
毛
づ
く
ろ
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
幸

硬
山
に
時
雨
来
さ
う
な
雲
の
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
菜
穂
子

石
垣
の
濡
れ
て
燃
え
た
つ
葛
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
ウ
メ
ノ

寒
空
に
悠
然
と
し
て
鶴
一
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
忠
俊

初
下
ろ
し
素
足
の
下
駄
の
肌
寒
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
悦
子

秋
祭
り
ド
レ
ス
は
新
調
つ
け
睫
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
藤
千
代
子

月
冴
ゆ
る
窓
い
っ
ぱ
い
の
贈
り
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
み
ち
こ

年
の
瀬
や
淋
し
い
口
調
の
長
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋
　
富
子

穭
田
や
ぽ
つ
ね
ん
と
し
て
鷺
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
た
つ
や

墓
の
前
憩
い
も
長
く
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
河
内
ヒ
サ
ノ

災
害
の
爪
跡
悲
し
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
岡
千
津
子

庭
の
端
に
侘
し
き
花
や
杜
鵑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
鍋
　
勝
代

遠
き
日
に
住
み
慣
れ
し
町
柿
す
だ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
友
子

夕
空
や
椋
鳥
の
群
れ
蔽
い
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
文
夫

手
を
か
け
る
程
に
色
よ
し
軒
の
柿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
弘
子

夕
さ
り
の
こ
ぼ
れ
る
萩
の
白
重
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
千
鶴
子

紅
葉
燃
ゆ
五
感
通
し
て
老
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
ミ
ヨ
コ

月
見
よ
と
勤
め
帰
り
の
孫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
　
澄
枝

空
深
く
押
し
絵
の
如
く
残
る
熟
柿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
部
　
絹
代

老
い
し
事
互
い
に
ふ
れ
ず
柿
を
む
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
　
初

風
波
や
い
ろ
は
の
坂
の
散
り
も
み
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乙
藤
　
和
義

〔
川
柳
〕

又
一
年
得
か
損
か
我
人
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
　
久
英

尖
閣
も
そ
れ
か
ら
先
が
大
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
久
島
か
よ
子

地
震
あ
り
そ
れ
か
ら
絆
見
直
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
ま
ど
か

あ
る
日
目
が
あ
っ
て
そ
れ
か
ら
愛
芽

生
え
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
　
秀
子

退
職
で
そ
れ
か
ら
後
は
妻
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
本
　
章
志

両
親
の
離
婚
そ
れ
か
ら
子
の
未
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
さ
く
ら

定
年
後
そ
れ
か
ら
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
　
　
愛

「
そ
れ
か
ら
」
を
読
ん
で
そ
れ
か
ら
考

え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
鈴
女

そ
れ
か
ら
は
聞
か
ぬ
傷
つ
く
の
は
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
成
子

家
事
済
ま
せ
そ
れ
か
ら
主
夫
は
カ
ル

チ
ヤ
ー
へ
　
　
　
　
　
楢
原
と
よ
お
き

そ
れ
か
ら
の
一
本
松
に
あ
る
試
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
城
千
代
子

い
じ
め
た
子
い
じ
め
ら
れ
た
子
十
年

後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
井
す
み
子

世
襲
二
代
そ
れ
か
ら
が
正
念
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
節
子

文
化
の
日
妙
音
響
く
芸
術
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
永
笑
美
香

メ
ー
ル
す
る
本
当
の
愛
を
知
り
た
く

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
杢
ふ
さ
の

〔
短
歌
〕

明
け
ま
し
て
己
年
を
む
か
え
て
喜
こ

び
を
厂
史
は
続
く
年
積
み
重
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
　
弘
子

参
道
に
菷
の
条
を
踏
み
ゆ
け
ば
神
は

足
よ
り
じ
ん
じ
ん
入
り
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
原
　
弘
紹

惜
秋
の
コ
ス
モ
ス
街
道
ふ
る
時
雨
い

た
く
寂
し
く
降
り
に
け
る
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
筋
ア
イ
子

立
ち
待
ち
の
月
は
ま
だ
か
よ
若
杉
の

眠
ら
ぬ
う
ち
に
は
や
く
出
で
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
　
　
勝

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
俳
句
・
川

柳
・
短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、

楷
書
で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連

絡
先（
問
合
せ
先
電
話
番
号
）
を
書

い
て
、
掲
載
希
望
月
の
前
月
１
日

ま
で
に
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ

　
粕
屋
町 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

☎(

９
３
８) 

０
１
７
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
３
８
）
３
１
５
０
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ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

常
設
無
料
電
話
相
談

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の

ご
案
内

母
子
家
庭
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
総
合
案
内
所

平
成
25
年
度
福
岡
県
立
福
岡

聴
覚
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部

入
学
者
募
集

公
社
所
有
土
地
の
売
却
に
係
る

土
地
活
用
案
の
公
募
に
つ
い
て

　
粕
屋
町
土
地
開
発
公
社
で
は
、
所

有
土
地
を
有
効
に
活
用
し
町
民
の
生

活
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
産
科

有
床
診
療
所
の
提
案
を
募
り
売
却
先

の
選
定
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
申
込
の
期
間
・
方
法
、
参
加

資
格
、
提
案
に
関
す
る
制
限
そ
の
他

の
詳
細
は
、
１
月
中
旬
に
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
募
集
要
項
な
ど

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象
地
概
要

▽
所
在
　
粕
屋
町
花
ヶ
浦
１
ー
５

１
１
ー
１
外

▽
面
積
　
６
，
２
０
５
・
０
４
㎡

▽
地
目
　
宅
地

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
土
地
開
発
公
社

　（
事
務
局
：
粕
屋
町
経
営
政
策
課
）

　
☎（
９
３
８
）
０
１
７
５

　
借
金
問
題
で
お
悩
み
の
方
、
司
法

書
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
日
時
　
平
日
の
午
後
６
時
〜
午
後

８
時
　

●
相
談
電
話
　
☎（
７
２
４
）
９
５
０

５

●
相
談
内
容
　
▽
消
費
者
金
融
数
社

か
ら
借
入
れ
を
し
て
い
る
が
、
返

済
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
▽
ヤ
ミ

金
か
ら
借
入
れ
を
し
て
し
ま
い
、

返
済
を
迫
ら
れ
て
困
っ
て
い
る
▽

年
金
が
入
っ
た
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
て
貸
金
業
者
・
質
屋
に

返
済
し
て
い
る
の
を
止
め
た
い
▽

借
金
の
こ
と
な
の
で
、
家
族
に
も

友
人
に
も
相
談
で
き
な
い

　
な
ど
多
重
債
務
に
関
す
る
ご
相
談

を
司
法
書
士
が
電
話
で
直
接
お
受

け
し
ま
す
。
　

●
主
催
　
福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協

議
会
　

●
問
合
せ
　
☎（
５
１
７
）
４
２
８
９

担
当
司
法
書
士
・
稲
毛

　
福
岡
県
弁
護
士
会
で
は
、
次
の
と

お
り
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
間
　
２
月
１
日
（
金
）
〜
２
月
14

日
（
木
）

●
開
設
時
間

▽
月
・
水
・
金
・
土
曜
日
＝
午
後

１
時
〜
午
後
４
時

▽
火
・
木
曜
日
＝
午
後
４
時
〜
午

後
７
時
（
祝
日
は
休
み
）

●
会
場
　
博
多
駅
前
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
（
福
岡
市
博
多
駅
前
２
ー
３

ー
７
　
サ
ン
エ
フ
ビ
ル
３
階
）

●
内
容
　
福
岡
県
弁
護
士
会
所
属
の

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
　
お
一

人
様
一
回
　
相
談
時
間
30
分
ま
で

●
申
込
　
要
予
約
。
１
月
18
日
（
金
）

か
ら
受
付
開
始
。

●
問
合
せ
　
☎（
４
３
３
）
８
３
０
１

●
募
集
期
間
　
１
月
28
日
（
月
）
〜
２

月
８
日
（
金
）

●
入
学
選
考
日
　
２
月
20
日
（
水
）

●
対
象
　
平
成
21
年
４
月
２
日
〜
平

成
22
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
幼
児

※

４
・
５
歳
児
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

●
問
合
せ
　
☎（
８
２
１
）
１
２
１
２

担
当
：
梶
谷

　
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校

な
ど
の
各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、

大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子

様
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
皆
さ
ま
に
「
災
害
特
例

措
置
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
下
記
ま
で
。

●
融
資
額
　
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ

き
３
０
０
万
円
以
内

●
利
率
　
年
２
・
45
％
（
母
子
家
庭

は
年
２
・
05
％
）（
平
成
24
年
11

月
12
日
現
在
）

●
返
済
期
間
　
15
年
以
内

●
問
合
せ
　
☎（
０
５
７
０
）０
０
８

６
５
６（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
日
時
　
２
月
５
日
（
火
）
〜
３
月

１
日
（
金
）
の
間
の
平
日
午
前
12

日
間

●
場
所
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

「
O
A
ル
ー
ム
」　
春
日
市
原
町
３

ー
１
ー
７

●
対
象
者
　
県
内
（
福
岡
市
、
北
九

州
市
を
除
く
）
に
お
住
ま
い
の
母

子
家
庭
の
母
ま
た
は
、
か
つ
て
母

子
家
庭
だ
っ
た
寡
婦
で
、
求
職
あ

る
い
は
転
職
を
希
望
し
て
い
る
方
。

講
習
会
終
了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

●
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
２
，

５
２
０
円
程
度
は
自
己
負
担
）

●
定
員
　
20
名

●
託
児
　
有
（
事
前
予
約
制
）

●
申
込
方
法
　
県
保
健
福
祉
事
務
所

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
し
、

下
記
の
宛
先
へ
郵
送
ま
た
は

F
A
X
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

　（h
ttp
://fu

ku
o
ka
―
-ke
n
b
o

　re
n
.jp
/

）

●
申
込
締
切
　
１
月
22
日
（
火
）
必
着

●
申
込
み
・
問
合
せ
　
福
岡
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
　
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
春

日
市
原
町
３
ー
１
ー
７
　
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
　
受
け
箱
11
号
）　

☎（
５
８
４
）
３
９
３
１

　
F
A
X
（
５
８
４
）
３
９
２
３

　
国
の
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法
人

の
情
報
公
開
制
度
や
個
人
情
報
保
護

制
度
に
つ
い
て
、
案
内
や
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば…

「
開
示
請
求
の
方
法
や
、

請
求
の
窓
口
は
ど
こ
か
」
な
ど
。

●
開
設
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

●
場
所
　
総
務
省
九
州
管
区
行
政
評

価
局
内
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

東
２
ー
11
ー
１
　
福
岡
合
同
庁
舎

本
館
８
階
）

●
問
合
せ
　
☎（
４
３
１
）
７
０
８
３
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第６回軽スポーツ大会をかすやドームで開催します。
はじめての方でも簡単にできるスポーツですので、
ご家族やお友達とお気軽にご参加ください。

はじめてでもやさしいルールですぐ楽しめる♪

●種目　①スカットボール　②シャフルボード　③ファミリーバドミントン
　　　　　※前大会で好評の①スカットボール、②シャフルボードに加え、
　　　　　　新種目③ファミリーバドミントンを追加しています。
　　　　　※ファミリーバドミントンは、１チーム３名のプレイヤーで行います。
　　　　　　ラケットは通常のバドミントンのものより短く、シャトルはスポンジ
　　　　　　ボールにバドミントンの羽をつけたものを使用します。
●参加資格　町民・町内勤務者であれば、家族・仲間・友達など構成はフリーです。
　　　　　　（性別も問いません。）
　　　　　　①スカットボール：小学１年生以上(１チーム２名以上５名まで)
    ※小学３年生以下のみでチームを組む場合は、保護者か団体の関係者を
    　代表者として、お申込みください。（代表者は、子どもたちの安全確保
    　のため、大会当日はチームを引率・監督してください）
　　　　　　②シャフルボード：小学３年生以上(１チーム２名以上４名まで)
　　　　　　③ファミリーバドミントン：小学３年生以上(１チーム３名以上
    　６名まで)
    ※選手としてコート上に立つ３名のうち、
    　高校生以上を必ず１名以上配置してく
    　ださい。
　　　　　　※動きやすい服装で、必ず室内用運動靴をお持ちください。
●申込方法　役場社会教育課に申込書を提出してください。(FAX･Eメール可)
　　　　　　申込用紙は社会教育課にあります。
　　　　　　また、町ホームページからのダウンロードは、１月初旬にホームページ
　　　　　　のお知らせに掲載する予定です。
　　　　　　　※電話での申込みはできません。
　　　　　　　ＦＡＸ　９３８－５６０１
　　　　　　　Ｅメール　moushikomi@town.kasuya.fukuoka.jp
●申込締切日　２月２０日（水）
●問合せ　粕屋町教育委員会　社会教育課　☎９３８－１４１０
　主　催／粕屋町教育委員会　　主　管／粕屋町スポーツ推進委員会

日時　　３月３日（日）
　　　　９：００受付　９：１５開会式（正午終了予定）

会場　　かすやドーム（メインアリーナ）

（広告）
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●問合せ　粕屋町協働のまちづくり課　☎938-0173

ミ
ニ
・
生
命
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
展
が
開
催
さ
れ
ま
す

　
福
岡
都
市
圏
（
17
市
町
）
で
は
、
飲

酒
運
転
撲
滅
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

平
成
25
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、

「
ミ
ニ
・
生
命
（
い
の
ち
）
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
展
」
を
各
地
域
で
巡
回
開
催
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
２
月
９
日
を｢

飲
酒
運
転
根
絶
町

民
の
日｣

に
制
定
し
て
い
る
粕
屋
町

で
は
、
２
月
１
日
か
ら
２
月
８
日
ま

で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
展
覧
会
は
、
理
不
尽
に
生
命

を
断
た
れ
た
方
々
が
主
役
の
ア
ー
ト

展
で
あ
り
、｢

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー｣

と

呼
ば
れ
る
犠
牲
者
一
人
ひ
と
り
の
等

身
大
人
型
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
そ
の

胸
元
に
生
前
の
写
真
や
家
族
の
言
葉
、

関
連
の
報
道
記
事
な
ど
を
掲
げ
、
足

下
に
は
「
生
き
た
証
」
で
あ
る
靴
を
置

い
て
、
命
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
の
声
に
耳
を

傾
け
、
生
き
た
く
て
も
生
き
ら
れ
な

か
っ
た
命
に
想
い
を
巡
ら
せ
て
、
生

命
の
尊
さ
を
再
確
認
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
企
画
事
業
で
す
。

●
主
催
　
福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
推

進
協
議
会

●
日
時
　
２
月
１
日
（
金
）〜
２
月
８

日
（
金
）　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
土
日
は
除
く
）

●
場
所
　
粕
屋
町
役
場
１
階
（
町
民

ホ
ー
ル
）

●
以
降
の
開
催
予
定（
日
程
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▽
那
珂
川
町
（
筑
紫
地
域
）　
２
月
７

日
（
木
）〜
２
月
13
日
（
水
）

▽
福
岡
市
　
２
月
９
日
（
土
）〜
２
月

14
日
（
木
）

▽
志
免
町
（
糟
屋
地
域
）　
２
月
14
日

（
木
）〜
２
月
18
日
（
月
）

▽
福
津
市
（
宗
像
地
域
）　
２
月
15
日

（
金
）〜
２
月
21
日
（
木
）

▽
筑
紫
野
市
（
筑
紫
地
域
）　
２
月
19

日
（
火
）〜
２
月
24
日
（
日
）

▽
糸
島
市
　
２
月
25
日
（
月
）〜
３
月

４
日
（
月
）

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
経
営
政
策
課
総

合
政
策
係
　
☎（
９
３
８
）
０
１
７

５（
粕
屋
町
以
外
の
詳
細
は
、
各

市
町
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）

昨年、粕屋町で開催した
生命のメッセージ展の様子

２月は飲酒運転根絶強調月間です
　飲酒運転根絶条例制定（平成23年12月16日施行）に伴い、
２月を「飲酒運転根絶強調月間」としています。
　町内から二度と飲酒運転による被害者や検挙者を出さない
ため、「飲酒運転は絶対しない　させない　許さない」という
気運を高めていきましょう。
　町では次の啓発活動を予定しています。

■街頭啓発
　●日時　２月１日(金)
　　　　　午後５時３０分～
　●場所　町内のスーパー
　　　　　マーケット付近
　●内容　啓発物の配布

■町民集会
　●日時　２月９日(土)
　　　　　午後５時３０分～
　●場所　サンレイクかすや　多目的ホール
　●内容　講話・映画鑑賞ほか

■その他
町内の酒類提供飲食店に対し、
「運転者には飲ませない」「飲んだ
ら乗らせない」運動を広げていく
ため、要請行動を実施します。町
内の全店舗に協力を求めます。
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不
動
産
に
関
す
る
無
料

相
談
所

24年

前年
対比

49

ー1

　1

±0

69

＋3

421

ー17

　3

ー2

558

ー5

10月末現在
町内の交通事故
発生状況

発生

発生件数 負傷者数死者数区分

町の人口

24年

23年

22年

人口

11月末現在

43,764

43,034

42,637

21,620

21,226

21,114

22,144

21,808

21,523

17,735

17,285

17,063御

　
礼

寄
附
受
納
団
体

寄
　
贈
　
主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

左
の
方
々
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

甲
仲
原
区
老
人
ク
ラ
ブ

甲
仲
原

小
西
ミ
サ
子

小
西
　
　
満

87

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
者
原
下
区
福
寿
会

長
者
原
下

西
口
キ
ヌ
エ

西
口
　
成
男

86

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

大
隈
区

大
　
隈

小
松
　
幸
子

小
松
ミ
ナ
ト

96

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
戸
区
老
人
ク
ラ
ブ

長
　
戸

山
口
　
政
義

山
口
ス
マ
子

80

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

戸
原
区

戸
原
区
老
人
ク
ラ
ブ

戸
　
原

櫛
田
　
猷
子

櫛
田
　
正
巳

84

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

酒
殿
区

酒
殿
区
老
人
ク
ラ
ブ

酒
　
殿

案
浦
　
朱
美

案
浦
　
　
久

83

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
橋
二

石
井
　
敏
一

石
井
ミ
チ
ヨ

96

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

乙
仲
原
東

髙
比
良
美
智
子

髙
比
良
実
男

71

11
月
１
日
〜
11
月
30
日
（
敬
称
略
）

１月の税金

町・県民税　　　第4期
国民健康保険税　第8期

納め忘れていませんか

12月の
税　金 国民健康保険税 第7期

10
月
中

10
月
中

10
月
中

世帯数男 女

新
生
活
産
業
合
同
会
社

説
明
会

　
育
児
や
家
事
支
援
、
健
康
づ
く
り

な
ど
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
意
識

の
変
化
に
伴
い
需
要
が
拡
大
し
て
い

る
個
人
・
家
庭
向
け
サ
ー
ビ
ス
分
野

の
企
業
に
よ
る
、
合
同
会
社
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
２
月
８
日
（
金
）　
午
後
１

時
〜
午
後
５
時

●
場
所
　
レ
ソ
ラ
N
T
T
夢
天
神
ホ

ー
ル
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
２
ー

５
ー
55
　
レ
ソ
ラ
天
神
５
階
）

●
対
象
者
　
現
在
求
職
中
の
方
及
び

平
成
25
年
３
月
卒
業
予
定
者
（
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど
）

●
申
込
み
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

●
問
合
せ
　
福
岡
県
新
生
活
産
業
就

職
支
援
事
業
運
営
事
務
局

　
☎（
７
１
３
）
８
６
０
０

親
と
子
の
な
や
み
相
談

窓
口
の
開
設

女
性
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

　
妊
娠
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
不
妊
治
療

の
実
際
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
１
月
16
日
（
水
）　
午
後
２

時
〜
午
後
４
時
（
午
後
１
時
30
分

受
付
開
始
）

●
会
場
　
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所
大

会
議
室
（
粕
屋
町
戸
原
２
３
５
ー

７
）

●
対
象
　
関
心
の
あ
る
方
は
ど
た
な

で
も
受
講
可
能
で
す
。（
男
女
は

問
い
ま
せ
ん
）

●
問
合
せ
　
福
岡
県
粕
屋
保
健
福
祉

事
務
所
　
担
当
：
山
口
・
江
崎
　

☎（
９
３
９
）
１
５
３
４

　
不
動
産
に
関
す
る
ご
相
談
・
相

続
・
税
金
な
ど
に
つ
い
て
、
弁
護
士
・

税
理
士
・
不
動
産
相
談
員
が
応
じ
ま

す
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

先
着
20
組
様
に
「
住
ま
い
の
購
入
ガ

イ
ド
」「
住
ま
い
の
売
却
ガ
イ
ド
」
を

差
し
上
げ
ま
す
。

●
日
時
　
２
月
７
日
（
木
）　
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
３

時
ま
で
）

●
会
場
　
宇
美
町
商
工
会
館
（
糟
屋

郡
宇
美
町
宇
美
５
ー
２
ー
14
）

●
問
合
せ
　（
公
）
福
岡
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
　
☎（
６
３
１
）
１
７

１
７

　
様
々
な
悩
み
を
持
つ
思
春
期
の
青

少
年
、
ま
た
は
そ
の
家
族
か
ら
の
相

談
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
次

の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
　
１
月
18
日
（
金
）
〜
19
日

（
土
）　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

●
場
所
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

日
市
原
町
３
ー
１
ー
７
）

●
内
容
　
子
育
て
、
い
じ
め
、
ひ
き

こ
も
り
な
ど
20
歳
未
満
の
子
ど
も

に
関
す
る
悩
み
や
相
談

　※

要
予
約

●
問
合
せ
　
福
岡
県
青
少
年
課

　
☎（
６
４
３
）
３
３
８
８
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

1月の行事予定表1月の行事予定表

粕屋町消防団・粕屋南部消防本部・ 
9:00～　　　 粕屋中央小学校 

中部消防署　合同出初式 
健康相談 9:00～12:00 健康センター 
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～12:00 福祉センター 
子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 リズム遊び
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
マタニティ相談 13:00～14:30 健康センター 前日までに予約してください
赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 2階防災会議室
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 こまで遊ぼう
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 12・1月のお誕生会
10か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成24年3月生まれの児
成　人　式 11:30～　　　 サンレイクかすや 10：30受付開始
2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成22年9月生まれの児
子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 英語で遊ぼう
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
園庭開放 10:00～11:00 西保育所 わらべうた遊び
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 新聞紙で遊ぼう
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 陶芸教室（※要予約）
4か月児健診 13:20～13:50 健康センター 平成24年9月生まれの児
交通立番 朝の通学時　 町内全域 
子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 お正月遊び
3歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成21年12月生まれの児
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
心配ごと相談 10:00～12:00 福祉センター 
子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 1月のお誕生会（豆まき）
4か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成24年9月生まれの児
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 2階防災会議室
お楽しみ園庭開放 10:00～11:00 中央保育所 ミニコンサート
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 凧作り
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 節分製作
1歳6か月児健診 12:50～13:50 健康センター 平成23年6月生まれの児
30代基本健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
30代基本健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします

高齢者運転免許証更新バス送迎 14:00～16:00
 福岡運転免許　粕屋町役場集合・解散

  試験場 ※あらかじめ講習を受けておくことが必要です。

子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 人形劇会（※要予約）

6　(日)

7　(月)
 
 

8　(火)
 

9　(水)
 
 
 

10　(木)
 
 
 
13　(日)
15　(火)

16　(水)
 

17　(木)
 
 
 

18　(金)
 
 
21　(月)
22　(火)

23　(水)
 
 

24　(木)
 
 
 
 
27　(日)

28　(月)
 

31　(木)

子育て支援イベント 10:30～12:30 大川保育園 豆まき
健康相談 9:00～12:00 健康センター 
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～12:00 福祉センター 
特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 

4　(月)
 
 

5　(火)

2月上旬の行事予定表2月上旬の行事予定表

印刷/Ｓ＆Ｍトラスト㈱


